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は じ め に 
 

近年、社会状況の変化により、肥満・痩身、生活習慣の乱れ、メンタルヘルスの問題、

アレルギー疾患の増加、性に関する問題や新型コロナウイルス感染症など、児童生徒等

の心身に影響を与える様々な健康課題が生じています。このような健康課題の解決を図

るためにも、学校における健康教育は重要な役割を担っています。 
新型コロナウイルス感染症については、その対応の長期化とともに、インフルエンザ

との同時流行など、いまだ予断を許さない状況が続いており、各学校においては、持続

的に児童生徒の学びを保障するため、感染防止に配慮しながらの教育活動など、大変ご

苦労の多いことと拝察いたします。 

がんについては、生涯のうち二人に一人がかかるといわれる中、がんそのものの理解

やがん患者に対する正しい認識を深める教育は、まだまだ不十分であり課題であると指

摘されております。この課題解決のためには、学校教育を通じて、がんについて学ぶこ

とにより、健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることがで

きる児童生徒を育成することが必要です。 
また、埼玉県がん対策推進条例が平成２５年１２月２４日に公布・施行され、その中

でも、県は、学校において、がんの予防の推進を図るため、児童生徒ががんに関する正

しい知識について理解を深めるための教育に関する施策を講ずるものとされております。 
さらに、学習指導要領の改訂に伴い、中学校及び高等学校においては、新たにがんに

ついても取り扱うことが明記されたことからも、新学習指導要領に対応したがん教育の

普及・啓発が必要となり、学校における健康教育において、がんを取り上げた教育を推

進することは、極めて重要であると考えます。 
埼玉県教育委員会では平成２７年度から、文部科学省の委託事業を受け、「がん教育

総合支援事業」を実施しております。 

具体的な取組としては、学識経験者、がん専門医、がん経験者を含めた「がん教育推

進連絡協議会」を立ち上げ、本県のがん教育の推進に向けた指導・助言をいただきなが

ら、主に教職員を対象とした「がん教育指導者研修会」や小学校・中学校・高等学校の

モデル校における「がん教育授業研究会」を開催しています。 
 本報告書は、「がん教育総合支援事業」における令和４年度の取組の概要や成果等につ

いてまとめております。すべての学校において、掲載しております指導実践例等を活用

していただき、教職員の共通理解の下、家庭や地域の専門機関等と連携を図りながら、

がん教育の充実が図られることを期待しております。 
 結びに、本事業の円滑な推進に御尽力いただきました、各関係機関、団体の皆様、さ

らには授業を御提供くださいました羽生市教育委員会、羽生市立新郷第一小学校、小鹿

野町教育委員会、小鹿野町立小鹿野中学校、県立松山女子高等学校の皆様に深く感謝申

し上げ、御礼とさせていただきます。 
 

令和５年２月 
 

     埼玉県教育局県立学校部保健体育課長 
     松中 直司 
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ⅠⅠ  令令和和４４年年度度  埼埼玉玉県県「「ががんん教教育育総総合合支支援援事事業業」」ににつついいてて  

１１  趣趣  旨旨  

平成 28年 12月に改正されたがん対策基本法第 23条では、「国及び地方公共団体は、

国民が、がんに関する知識及びがん患者に関する理解を深めることができるよう、学校

教育及び社会教育におけるがんに関する教育の推進のために必要な施策を講ずるものと

する。」というがんに関する教育の推進についての文言が新たに記載された。また、政府

が策定するがん対策推進基本計画では、「がん患者を含めた国民が、がんを知り、がんの

克服を目指す。」ことを目標としている。さらに、学習指導要領の改訂に伴い、中学校及

び高等学校の保健体育科において、がんについても取り扱うこととされた。 

このような状況を踏まえ、新学習指導要領に対応したがん教育の確実な実施に向けた

取組の充実及び外部講師の活用を図るための体制を整備していく必要がある。 

そこで、本県では、学校におけるがん教育の推進を図るため、文部科学省委託「がん

教育総合支援事業」を実施する。 

本事業の実施により、子供たちが健康と命の大切さについて学ぶことを通して、自ら

の健康を適切に管理し改善していく資質・能力を育成するとともに、がんに対する正し

い知識とがん患者への正しい理解及び命の大切さに対する認識の深化を図る。 

 

２２  事事業業内内容容    

（１）がん教育推進連絡協議会の開催 

（２）がん教育指導者研修会の開催 

（３）がん教育授業研究会の開催 

 

３３  実実施施内内容容  

（１）連絡協議会について（年２回開催） 
   がん教育の推進を図るため、学識経験者や医療関係者等で構成される「がん教育推

進連絡協議会」を設置し、「がん教育推進計画」の作成等に対し指導・助言を行うとと

もに、事業成果の検証を行う。 

 ア 第１回協議会（がん教育推進計画の検討・決定） 

    日時 令和４年７月１２日（火）午後２時３０分～ 知事公館 

   ○「がん教育推進連絡協議会」について 

   ○「がん教育指導者研修会」について  

   ○「がん教育授業研究会」について  

   ○外部講師の活用について 

   イ 第２回協議会（がん教育推進計画の事業報告・成果の検証） 

    日時 令和５年１月１１日（水）午後２時３０分～ Zoomによるオンライン開催 

   ○「がん教育指導者研修会」について  

   ○「がん教育授業研究会」について 

   ○ 成果の検証 

※ がん教育推進連絡協議会に報告された実施結果を冊子にまとめ、県内の市町村教 

  育委員会、県立学校等へ配布 
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（２）がん教育指導者研修会について 

   教職員及び外部講師等を対象に、がんの正しい知識や理解を図ること及び指導方法

等を充実させることを目的として「がん教育指導者研修会」を開催する。がん教育を

実施する上での留意事項等の行政説明、実践者による発表、有識者による講演、質疑

等を通して、教職員及び外部講師等の資質向上を図る。 

   ア 日 時  令和４年９月１３日（火）午後１時１５分～午後４時３０分 

   イ 会 場  Ｚｏｏｍによるオンライン開催 

   ウ 対 象  県内公立小・中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校の教          

職員、市町村教育委員会指導主事、外部講師関係者 

   エ 内 容 

   （ア）行政説明 県教育局県立学校部保健体育課 埼玉県立久喜図書館 

   （イ）実践発表 令和３年度モデル校 

           小学校実践校  草加市立八幡小学校   佐藤 優樹 教諭 

           中学校実践校 元加須市立加須平成中学校 澁谷 裕貴 教諭※ 

                   ※
現加須市教育委員会学校教育課 主幹兼指導主事 

           高等学校実践校 県立北本高等学校    川尻鈴ノ介 教諭 

    （ウ）講 演 「学校におけるがん教育の推進 

                    ～新学習指導要領の考え方を踏まえて～」 

           講師  東海大学体育学部 教授 森 良一 氏 

 

（３）がん教育授業研究会について 

   小学校、中学校及び高等学校において、授業公開による授業モデルの普及及び研究

協議における効果的な指導方法についての検討を目的とした「がん教育授業研究会」

を開催する。 

   内容の取扱いについては、各学校種の発達の段階に応じたものとし、中学校及び高

等学校においては、新学習指導要領（保健体育科）に対応したものとする。 

   ※指導内容   ア がんとは、がんの要因 

           イ がんの種類とその経過 

           ウ 我が国のがんの状況 

           エ がんの予防 

           オ がんの早期発見・がん検診 

           カ がんの治療法 

           キ がん治療における緩和ケア 

           ク がん患者の生活の質 

           ケ がん患者への理解と共生 

   ※研究協議テーマ 「がんに関する指導の充実を図るための工夫について」 

  ア 小学校授業研究会 

  （ア） 日 時  令和４年１０月１９日（水）午後１時３５分～午後４時１０分 

  （イ） 参加者  県内公立小学校教職員等 

  （ウ） 会 場  羽生市立新郷第一小学校 

  （エ） 授業者  工藤 隆太 教諭 

  （オ） 題 材  特別の教科 道徳 

           主題名 命のかがやき 内容項目 【Ｄ 生命の尊さ】 

           教材名 命を見つめて （出典「新・みんなの道徳６」学研） 
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  イ 中学校授業研究会 

  （ア） 日 時  令和４年１１月２９日（火）午後１時４０分～午後４時３０分 

  （イ） 参加者  県内公立中学校教職員等 

  （ウ） 会 場  小鹿野町立小鹿野中学校 

  （エ） 授業者  笠原 勇人 教諭 

  （オ） 単 元  保健体育（保健分野） 
           （１） 健康な生活と疾病の予防」 
           （ウ） 生活習慣病などの予防 
  ウ 高等学校授業研究会 

  （ア） 日 時  令和４年１１月１６日（水）午後１時３０分～午後４時３０分 

  （イ） 参加者  県内公立高等学校及び特別支援学校の教職員 

  （ウ） 会 場  県立松山女子高等学校 

  （エ） 授業者  大久保 亜耶 教諭 

  （オ） 単 元  保健体育（科目保健） 
           （１） 現代社会と健康 
           （ウ） 生活習慣病などの予防と回復 

 

（４）効果的な指導方法の実践研究 

  ・発達の段階に応じた効果的ながん教育を行うための指導方法の実践研究 

   （「がん教育」における小・中・高の系統的な保健教育の実践研究を行う。） 

【構造化された授業の提案】 

・学習内容の明確化（１時間に何を学ばせるのか、何を学んだのかが明らかな授業） 

・基本的・基礎的な内容を理解させるための学習活動の工夫 

・主体的に学習に取り組ませるための教材の工夫  

  ・教科等横断的ながん教育の提案 

  ・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

 

４４  他他部部局局ととのの連連携携 

  保健医療部疾病対策課と連携を図り、外部講師の積極的な活用へ向けた取組を行う。 

（１）がん教育における外部講師の活用に係る事業（「がん教育出前講座」等）の学校への

周知等を行い、外部講師の活用を促進する。 

 

（２）がん教育外部指導者研修会を開催し、外部講師等の資質向上を図る。（予定） 

  ア 日 時  令和５年２月１０日（金）午後６時２０分～午後８時３０分まで 

  イ 会 場  ハイブリット方式（埼玉会館ラウンジ又はＷｅｂ視聴） 

  ウ 参加者  医療従事者、がん経験者等 

         教育関係者（市町村教育委員会担当者等） 

  エ 内 容   

  （ア）行政説明① 県教育局県立学校部保健体育課 

  （イ）行政説明② 県保健医療部疾病対策課 

  （ウ）実践発表① 「模擬授業：医師によるがん教育の実践」 

            講師：医療法人財団健和会 みさと健和病院 

                         医師 松本 篤 氏 
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      実践発表② 「模擬授業：がん経験者によるがん教育の実践」 

        講師：リレー・フォー・ライフ・ジャパンさいたま実行委員会  

                 副実行委員長 藤野 信子 氏 

   （エ）パネルディスカッション「がん教育の効果的な進め方について」（仮） 

      コーディネーター：埼玉医科大学総合医療センター  

                         教授 儀賀 理暁 氏 

      ＊パネリスト （２）の実践発表者 

  

５５  医医療療機機関関ととのの連連携携  

    埼玉医科大学総合医療センター主催「ＳＭＣがん教育セミナー」の後援 

  ※新型コロナウイルス感染症の拡大状況を踏まえて中中止止となりました。 

   以下は、予定していた内容です。 

   ア 日 時  令和４年８月２日（火）午後１時００分～午後４時４５分 

   イ 場 所  川越クリニック 

   ウ 内 容   

   （ア）模擬授業 高等学校 埼玉県立北本高等学校 教諭 川尻 鈴ノ介 氏 

   （イ）模擬授業 外部講師 埼玉医科大学国際医療㋑センター 婦人科腫瘍科 

                           講師 黒崎 亮 氏 

   （ウ）グループワーク 「『がん教育』の課題と対応策について」  

       コーディネーター：埼玉医科大学総合医療センター  

                           教授 儀賀 理暁 氏 

  

６６  事事業業のの成成果果  

   学校におけるがん教育の推進を図るためには、新学習指導要領に対応したがん教育の

確実な実施に向けた取組の充実及び外部講師の活用を図るための体制の整備などが必要

であることから、学識経験者や医療関係者等を含めた「がん教育推進連絡協議会」を設

置し、「がん教育推進計画」の作成等に対し指導・助言をいただいた。策定した計画に基

づく各種の取組を実施することにより、学校における効果的ながん教育の在り方などに

ついて、県内への啓発を図ることができた。 

 (１) 「 がん教育 」指導者研修会 

  ア がん教育に携わる教職員及び外部講師等を対象に、がんの正しい知識や理解を深

めること、及び学校におけるがん教育の指導の充実を図るための研修会を実施した

ことにより、がん教育の必要性の理解が進むとともに、実践事例や指導教材等の普

及啓発ができた。 

  イ 行政説明において、学校におけるがん教育の定義や目標、及び外部講師と連携し

たがん教育の在り方や、配慮事項等について改めて確認するなど、学校におけるが

ん教育の方向性を示すことができた。また、県立久喜図書館から、図書館を活用し

たがん情報の入手方法について案内するなど有意義な情報提供ができた。 

  ウ 実践発表において、昨年度のモデル校の授業者から、がん教育を通じて目指す子

供の姿、授業づくりに向けた思い、実践までに生じた葛藤など、具体的な話を通じ

て、効果的な指導について普及啓発ができた。また、発達段階に応じた系統的な指

導についての理解が進んだ。 

  エ 東海大学教授 森 良一氏による講演「学校におけるがん教育の推進～新学習指

導要領の考え方を踏まえて～」により、新学習指導要領に基づくがん教育をはじめ
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とする保健教育の効果的な指導方法など授業づくりの考え方、進め方について理解

を深めることができた。 

 

（２）授業研究会について  

  ア 授業検討委員会では、発達の段階に応じた適切な指導、及び教科等横断的な取組、

外部講師と連携した取組などについて検討を重ね、授業研究会では、主体的・対話

的で深い学びの視点による効果的な指導方法（学習活動）について、提案できた。

また、充実した研究協議を行うことができた。 

  イ 小・中・高のモデル校全てで、がん専門医や地域の医療機関の医師などの外部講

師と連携した事後指導を実施することにより、効果的ながん教育を実施することが

できた。 

  ウ 文部科学省作成の指導教材参考資料を活用した授業展開を検討し、普及・推進   

を図ることができた。 

  エ 小学校のモデル校では、体育科・道徳科・特別活動の教科等横断的な取組を実施。

公開授業では、特別の教科 道徳において、小児がんを題材とした教材を通して、

限りある命を輝かせて生きることの尊さや生きることの意義について考え、生命を

尊重しようとする態度を育てる事ができた。また、授業研究会の実施後、学級活動

（２）において「病気の予防や望ましい生活習慣の確立」及び「自他の健康や命、

人との関わりを大切にし、共に生きていく態度」について意思決定する内容で教師

とがん専門医である儀賀医師（埼玉医科大学総合医療センター）によるＴ・Ｔ（テ

ィーム・ティーチング）による指導方法の工夫を取り入れることにより、児童は自

分事として捉えるとともに、具体的な意思決定をすることができた。 

  オ 中学校のモデル校では、保健体育科保健分野において、既習事項や新たな知識に

ついて生徒の関心を高める「〇×クイズ」による導入、既存のデータと身近なデー

タ（当該校の食生活や体格、地域の検診の受診率の実態など）を組み合わせた多様

なデータを分析するとともに学級全体で共有する展開、学んだこと踏まえてがんを

予防するための自分なりの〇か条を作成するなど、健康に関心をもち課題を解決す

る学習活動により、学びを深めることができた。また、授業研究会の実施後、学級

活動（２）において「心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の育成」において、

地域の内田医師（小鹿野町立病院院長）を招き、「いのちの大切さ」「将来がんや病

気にならないために今からできること」「がんになった時にどう向き合っていくか」

について緩和ケアも含めた話を聞くことにより、生徒の将来を見据えた価値ある学

習とすることができた。 

  カ 高等学校のモデル校では、保健体育科科目保健の授業を実施した。各班に違った

資料（複数の資料を組み合わせたもの）を分析させ、全体で共有する中で各資料を

結び付けて考えさせることにより、主体的・対話的で深い学びを実現する学習活動

により生徒の総合的な理解を深めることができた。その際、ＩＣＴ機器の活用や、

教師の体験談、各自治体におけるがん検診の啓発ＣＭの映像視聴などを組み合わせ

ることで効果的に行うことができた。また、授業研究会の実施後、ホームルーム活

動（２）において「生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や規律ある習慣

の確立」において、がん専門医である儀賀医師（埼玉医科大学総合医療センター）

を招き、がんについての基礎的な内容に加えて、がんと就労について考えること、

がんと向き合って生きる人の人生などの話を通じて、健康と命の大切さについて主

体的に考えるとともにがんについての理解を一層深めることができた。 
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 （３）外部機関・外部講師との連携について  

  ア 授業研究会の事後指導として、小・中・高の全てのモデル校で外部講師と連携し

た取組を実施することができ、児童生徒の心に響く効果的ながん教育を推進するこ

とができた。 

  イ 保健医療部疾病対策課と連携した外部講師活用のための取組である「がん教育出

前講座」「外部講師派遣事業」では、外部講師であるがん専門医に加えて、がん経験

者や実施校の養護教諭（がん経験者）とのティーム・ティーチングによる取組など

新たな実施形態を実践することができた。いずれの事業も申込件数が年々増えてき

ており、外部講師と連携したがん教育を普及啓発してきた成果が表れてきているも

のと思われる。 

  ウ 医療機関との連携で、埼玉医科大学総合医療センター 教授 儀賀理暁 氏が実

施する｢ＳＭＣがん教育セミナー｣について、埼玉県教育委員会が後援し、開催の準

備を進めていたが、新型コロナウイルス感染症の拡大状況を踏まえ残念ながら中止

することとなった。学校等の教育関係者と医師やがん経験者等の外部講師関係者が

共に研修する貴重な機会の為、次年度以降も連携の上、計画していくこととする。 

  

  ７７  課課題題  

（１）各学校の教育課程への位置付けの明確化 

   ア がん教育について明記された学習指導要領は、令和３年度の中学校の全面実施、

令和４年度の高等学校の年次進行実施されたことから、各学校種における学習指導

要領に対応したがん教育の効果的に実施について引き続き周知していく。また、学

習指導要領に位置付けのない小学校についても、がんを題材とした保健教育を実施

するよう周知していく。 

    イ がん教育の目標を達成するためには、保健の授業でがんに対する正しい知識を身

に付け、関連教科等を通じて、健康と命の大切さ、がん患者への正しい理解につい

て学習していくことが必要である。体育・保健体育の授業を中核に他の教育活動と

連携した指導について、モデルとなる取組を継続して提案していくことが課題であ

る。 

  ウ  小・中・高の系統性を踏まえた指導計画の作成を研究していく。 

 

（２）外部講師の活用について 

  ア  保健医療部疾病対策課「がん教育出前講座」は、引き続き連携・協力していく。 

  イ 外部講師の選定・依頼・派遣については、保健医療部疾病対策課と連携して、が

ん拠点病院・指定病院等の医師や、がん患者会、がん経験者等を学校に派遣できる

体制づくりを進めている。主に外部講師を対象とした研修会を開催するとともに、

出前講座や授業研究会への見学研修を実施し、外部講師のリストを作成していく。 

  ウ 外部講師の育成のため、学校教職員対象の「がん教育指導者研修会」の参加も促

していく。 

  エ 外部講師の派遣について、学校からの要請が増えてきていることを踏まえ、県の

登録外部講師の数を増やすとともに、資質向上に向けた具体的な方策を検討してい

く。 

 

 （３）研修会等の充実と普及・推進   

   ア 児童生徒にがんについての正しい知識を習得させるためにも、教職員ががん教育

についての理解を深める必要がある。そのためにも指導者研修会を充実させ、養護
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教諭のみならず、保健体育科教諭等への研修会への積極的参加を呼びかけていく必

要がある。参考となる指導案や指導教材などを情報提供し、どの学校でもがん教育

を推進できる環境を整える必要がある。 

  イ 効果的ながん教育の手立ての一つとして、外部講師と連携した取組についての普

及啓発も一層推進していく。 

  ウ  がん教育の取組を、県内各地に偏りなく各学校で実践していくために、モデル校

の選定を行い、がん教育指導者研修会や授業研究会の場を活用し、普及・推進して

いく｡  

 

８８  令令和和５５年年度度のの事事業業ににつついいてて 

（１）がん教育推進連絡協議会の実施 (継続）  

  ア 日 時 

   （ア）第１回 協議会 令和５年７月１１日（火）知事公館※予定 

   （イ）第２回 協議会 令和６年１月１２日（金）知事公館※予定 

  イ 内 容 

   （ア）本県のがん教育推進に向けた計画の検討  
   （イ）本県のがん教育に関する計画の検証・成果報告 
 
（２）がん教育指導者研修会の実施 （継続）  

   がんに関する指導を行う教職員の資質向上を図るため、研修会を実施していく。 

  ア 日 時 

     令和５年８月２３日（水）オンライン開催※予定 

   イ 内 容 

  （ア）行政説明  

   （イ）実践事例発表 

      （小学校） 羽生市立新郷第一小学校 

      （中学校） 小鹿野町立小鹿野中学校 

      （高等学校）県立松山女子高等学校 
  （ウ）講  演  
     横浜国立大学  教授 物部 博文 氏 
      演題 「学校におけるがん教育について」（仮） 
 
（３）がん教育授業研究会の実施 （継続）  
    ア  指導内容について  

   （ア）がんについて正しく理解することができるようにする。 

    ・保健体育（保健教育）の充実を図る。 

    ・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた保健教育の授業改善を図る。 

  （イ）健康と命の大切さについて主体的に考えることができるようにする。 

    ・特別活動・道徳・総合的な学習の時間等、学校教育全体を通じて指導を行う。 

  （ウ）授業検討委員会を設置し、発達の段階を踏まえた指導すべき内容について、さ

らに検討を重ねるとともに、系統性を踏まえた指導計画を作成する。 

  イ モデル校について 

    モデル校（市町村教育委員会）の選定については、東西南北の地域のバランスを

考慮し、実施していく。 
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（４） 外部講師の活用について  

    ア  医師・がん経験者等を対象とした「埼玉県がん教育外部講師研修会」を開催する。

その際、外部講師による授業の映像を視聴するなど、より実践的な内容になるよう

工夫する。また、開催をハイブリットで行うこととする。 

  イ 学校から、がん教育の外部講師の派遣依頼があった場合は、現在県保健医療部疾

病対策課が講師の選定を行い、各学校に派遣している。今後は、各学校が直接がん

診療連携拠点病院等と協力してがん教育を推進していく体制への移行を検討する。  

  ウ がん教育授業研究会において、小・中・高等学校の全ての校種で、公開授業と外

部講師による事後指導を組み合わせたモデル授業を実施する。 

  エ がん教育授業研究会や外部講師による事後指導について、がん拠点病院・指定病

院の医師や、がん患者会、がん経験者等が参加できるよう工夫する。 

 

（５）関係機関との連携 

   県教育委員会と医療機関が連携した研修会を次年度も計画していく。 

  ア 文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」を受託し、引き続きがん教育の推

進を図っていく。 

  イ がん教育推進連絡協議会は、今年度と同様２回開催し、本県のがん教育推進のた

めの計画、方向性、普及の仕方を検討し、各委員から指導・助言をいただくことで

推進を図っていく。なお、委員の人選については、各関係団体に依頼する。 
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文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 
 

令和４年度埼玉県がん教育指導者研修会開催要項（オンライン開催） 
 
１ 趣  旨 

日本人の死因の第１位であり国民の生命と健康にとって重大な問題であるがんについ
て、がんについての正しい知識やがん患者に対する理解が不十分であり課題であると指
摘されている。 
この課題の解決のためには、学校におけるがん教育により、子供たちが健康と命の大

切さについて学ぶことを通して、自らの健康を適切に管理し改善していく資質・能力を
育成するとともに、がんに対する正しい知識とがん患者への正しい理解及び命の大切さ
に対する認識の深化を図ることが必要である。 
学校におけるがん教育の充実を図るため、その必要性を十分理解し、学習指導の実践

研究、普及啓発が行われるよう研修会を開催する。 
 
２ 開催日時 

令和４年９月１３日（火） 午後１時１５分から午後４時３０分（接続：午後０時４５分～） 
 
３ 会  場 

Ｚｏｏｍによるオンライン開催（ライブ配信） 
 
４ 主  催 

埼玉県教育委員会 
 
５ 参加対象者 
（１）公立の小・中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校において、がん教育を

行う教員（体育科・保健体育科及び特別活動、道徳科等を担当する教職員） 
（２）公立の小・中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校に勤務する管理職及び

教職員 
（３）市町村教育委員会の指導主事等 
（４）学校医等及び外部講師によるがん教育に関心のある方（医療従事者、がん経験者等） 
 
６ 日  程 ※閉会行事後にアンケートに回答していただきます。 
12:45 13:15 13:20     13:35           14:35  14:45              16:15 16:25 16:30 

接 
 
 
続 

開 
会 
行 
事 

 
行政説明 
１５分 

 
実践事例発表 

６０分 

 
休憩 
 
 

 
講 演 
９０分 

質
疑
応
答 

 閉 
 会 
 行 
 事 

 
７ 内  容 
（１）行政説明     教育局県立学校部保健体育課  指導主事 咲間  悟 
            埼 玉 県 立 久 喜 図 書 館  司  書 松本 芽生 
（２）実践事例発表 
  ・小学校指導事例  第６学年 特別活動(2) イ よりよい人間関係の形成 
                       ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 
            「健康な生活と命の大切さ」 
              草加市立八幡小学校   教  諭 佐藤 優樹 
  ・中学校指導事例  第２学年 保健体育（保健分野） 
            「健康な生活と疾病の予防」 （ウ）生活習慣病などの予防 
              加須市教育委員会学校教育課  
                       主幹兼指導主事 澁谷 裕貴 
              （元 加須市立加須平成中学校 教諭） 
  ・高等学校指導事例 第１学年 保健体育（科目保健） 
            「現代社会と健康」（ウ） 生活習慣病などの予防と回復 
              県立北本高等学校    教  諭 川尻鈴ノ介 
（３）講 演 
   「学校におけるがん教育の推進 ～新学習指導要領の考え方を踏まえて～」 
       講 師  東海大学体育学部体育学科 教授  森 良一 氏 
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＜＜講講演演資資料料＞＞        

 

 

「「学学校校ににおおけけるるががんん教教育育のの推推進進  

  ～～新新学学習習指指導導要要領領のの考考ええ方方をを踏踏ままええてて～～」」  

      講講  師師  東東海海大大学学体体育育学学部部    教教授授    森森  良良一一  氏氏  
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令令和和４４年年度度ががんん教教育育指指導導者者研研修修会会アアンンケケーートト結結果果  

※※参参加加者者１１４４２２名名ののううちち、、参参加加者者アアンンケケーートトにに回回答答ししたた７７１１名名。。  

＜＜参参加加者者ににつついいてて＞＞  

◎◎参参加加者者内内訳訳（（全全体体）） 

分類 人数（人） 

教 育 関 係 ５１ 

外部講師関係 ２０ 

 
 
 

〇〇学学校校種種別別内内訳訳 

分類 人数（人） 

小 学 校 ３０ 

中 学 校 １２ 
高 等 学 校 ５ 
特別支援学校 ３ 
教 育 委 員 会 １ 

 

〇〇教教育育関関係係者者内内訳訳 

分類 人数（人） 

養 護 教 諭 ３１ 

教 諭 １５ 

管 理 職 ４ 

指 導 主 事 １ 

 

〇〇外外部部講講師師関関係係者者内内訳訳 

分類 人数（人） 

経 験 者 ７ 

薬 剤 師 ５ 

医 師 ４ 

医療従事者（他） ２ 

行 政 担 当 者 ２ 

  

教教育育

関関係係

7722%%

外外部部講講師師

関関係係

2288%%

参加者内訳（全体）

小学校, 30 中学校, 12

高等学校, 5

特別支援学校, 3

教育委員会, 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校種別内訳

養護教諭, 31 教諭, 15

管理職, 4

指導主事, 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育関係者内訳

経験者, 7 薬剤師, 5 医師, 4

医療従事者

（他）, 2

行政担当者, 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外部講師関係者内訳
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＜＜実実践践発発表表ににつついいてて＞＞ 

◎◎内内訳訳 

分類 人数（人） 

大変参考になった ５０ 

参考になった １９ 

どちらでもない ２ 

参考にならなかった ０ 

 
 
 
 
〇教育関係者 ※抜粋 
・小中高等学校それぞれの実践について詳しく学ぶことができました。授業の流れや児童の

反応なども、具体的に学ぶことができました。また、がん教育を実施するに当たって、配

慮を要する児童への対応なども知ることができました。（小学校・養護教諭） 
・がん教育についての進め方、目的、考え方について大変参考になりました。特に、小中高

との学習内容についての関連性を考えたり、納得や生活の変化を生み出す授業づくりが必

要だと改めて思いました。（小学校・養護教諭） 
・打ち合わせの方法や課題設定を決めるまでの考え方等、詳細に教えていただき、参考にな

りました。（小学校・養護教諭） 
・小学校で特活で取り組んでいた例が大変参考になりました。身近なひとの為に出来ること

は何だろうという狙いが取り組みやすいと思いました。（小学校・養護教諭） 
・具体的な実践で、どう外部講師と連携するのかや学びと学習のちがいなどを意識した授業、

課題解決的な授業など様々な実践を分かりやすくお話いただき、大変参考になりました。

（小学校・養護教諭） 
・実際に外部講師を活用したＴＴの授業形態や、前後のアンケートによる児童の実態の変化

が非常に興味深かったです。また、児童生徒自身が自分事としてとらえることができる教

育活動が展開されていて非常に勉強になりました。（小学校・養護教諭） 
・中学校の実践発表が大変わかりやすく、校種は違いますが私自身参考になりました。主体

的に学習に取り組む態度を育むことが難しい保健教育ですが、生徒の学ぶ姿勢がイメージ

できました。（小学校・養護教諭） 
・外部指導者との事前打ち合わせにオンラインを活用する方法はいいなと思いました。日頃

の生活習慣と結びつけて考えられる工夫が大事だと思いました。（小学校・養護教諭） 
・今年度、小学校での発表校に当たっています。昨年度の先生方の取り組み内容、そして先

生方の目的やねらいを直接ご説明いただき大変参考になりました。子どもたちに何をどう

教えて、またそれを他の先生方にどう広めていくのか、子どもたちにどのような力をつけ

させることができるのか勉強になりました。（小学校・教諭） 
・外部講師活用のメリットを感じた。動画の中で講師の儀賀先生の言葉は、医師からのメッ

セージであり、教員では語ることができないものであった。（中学校・養護教諭） 

大大変変参参

考考にに

ななっったた

7700%%

参参考考にに

ななっったた

2277%%

どどちちらら

ででももなな

いい

33%%

実践発表について
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・小学校から高等学校までの段階的な実践発表を見ることができ、発達段階に応じた授業を

行う大切さを感じることができた。またどの実践研究でも生徒たちの声や意見を大切にし、

児童生徒の興味関心が増す授業だったので、とても参考になった。今後の授業で生かして

いきたい。（中学校・教諭） 
・外部講師を利用したり、自校の強みを生かしたり、授業に工夫が見られ、実践の参考にな

るものであった。（高等学校・養護教諭） 
・様々な校種でのがん教育としての授業の取組を聞き、大変参考になった。「がん」と聞く

と子どもたちにとっては大変イメージがしにくいものであり、それを授業の中にどのよう

に実生活と結び付けていくのか難しさを感じていた。今回の実例発表を聞き、身近に感じ

させるための工夫を様々な視点から取り入れており、勉強になった。保護者への通知を事

前に出し、生徒の精神的不安を取り除くような工夫も必要だと感じた。（高等学校・教諭） 
・生徒たちに対してどのようなアプローチをしたのか、参考になりました。また、研究授業

の前後の授業についてのお話を聞くことで、授業イメージがわきました。ありがとうござ

いました。（高等学校・教諭） 
・どの実践発表においても児童、生徒が主体的に学ぶ内容で素晴らしかったです。（特別支

援学校・養護教諭） 
・小中高での系統性がよくわかったことやさまざまな指導方法を知ることができて大変為に

なりました。（特別支援学校・教諭） 
・授業の中で、情報の鮮度や複数の典拠に基づく信頼性の判断など、健康・医療情報を扱う

上で大切な情報リテラシーに配慮されていることがわかったから。（行政・司書） 
・指導者の思い、それに合わせた指導計画、児童生徒の様子がわかり、大変参考になりまし

た。（行政・指導主事） 
・がん教育に関して、特にその授業内容については全くの無知でしたが３人の先生方の実践

発表を聞いて実際のがん教育の授業がどのように進んでいくのか、生徒たちが実際どのよ

うに学んで考えているのかがわかり大変勉強になりました。（行政・主事） 
 
〇外部講師関係者 ※抜粋 
・小中高それぞれの現場での注意点、気にかけていることが教諭の視点から語って頂き、通

常教育の現場にいない、外部講師としては大変参考になりました。（医療機関等・医師） 
・小、中、高での伝えるべきポイントの違いが見えた。がん予防と生活習慣病予防の重なり

合うところも見え、子どもたちにどう伝えるか、単なる学習で終わらせないこと。個人と

して考えること。社会的役割として考えることが整理されてたと思いました。（医療機関

等・薬剤師） 
・各年代における、成人市民向けの講演とは異なる難しさを認識できた。（医療機関等・医

師） 
・小学校の実践発表では教師と外部講師で、ティーム・ティーング形式の授業「健康な生活

と命の大切」テーマで児童と対話しながらの授業は良かったです。（医療機関等・医療従

事者） 
・医師が目の前にいる環境で病を学ぶ良い環境であり体感できたのではないかと感じられま

した。成長段階に合わせて生きるを学び、生と死を学ぶ授業はとても参考になりました。

（がん患者団体等・経験者） 
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・学校での様子がわかり、参考になった。現在さいたま市の中学校の「がん教育」をさせて

いただいているので、現場を見せていただけることは大変ありがたい（がん患者団体等・

経験者） 
・先生方が子どもたちのことを思い、いかにして「子どもたちの将来に繋がる良い授業をす

るか」を真剣に研究され授業に臨んでいらっしゃるのを見て、胸が熱くなりました。また、

「先生」や「外部講師（医師）」による授業風景を、写真により示して下さいましたので、

授業の様子がよくわかりました。ありがとうございました。（その他・経験者） 
 

＜＜講講演演ににつついいてて＞＞ 

◎◎内内訳訳 

分類 人数（人） 

大変参考になった ５０ 
参考になった １７ 
どちらでもない ４ 
参考にならなかった ０ 

 
 
 
 
 
〇教育関係者 ※抜粋 
・がん教育の在り方や、学習指導要領の内容などを踏まえたがん教育の目標等を学びました。

作成された背景についても分かりやすく教えていただき、勉強になりました。教材を活用

したがん教育の授業のポイントについても教えていただいたので、今後の実践に生かして

いきたいです。（小学校・養護教諭） 
・指導要領の読み取り方や、授業の構成の仕方についてわかりやすい解説でした。自らの生

活や身近なものと関連付け、最終的には幸福感を得られる健康教育を目指すべしという先

生の言葉が印象的でした。（小学校・養護教諭） 
・指導要領の内容を自分では、理解していなかったので、心強いお言葉でした。内容や、小

中高との関連が理解できました。細胞分裂との絡みや、学校教育で医療の教育ではないと

いう点が、大変腑に落ちました。（小学校・養護教諭） 
・初めに「医学を教えるわけではない」とおっしゃったのが非常に印象に残りました。がん

について知るだけではなく、それを題材にして自らの学びを深める活動を行い、生きる力

や自他の心身に向き合う必要があることがわかりました。日々研究されていく知識を学び

続けながら、児童生徒の発達段階や実情に合わせた指導を行っていきたいと感じました。

（小学校・養護教諭） 
・がん教育をこれまで難しく考えていましたが、森先生がわかりやすく身近に捉えられるよ

うにお話くださり、理解が進みました。がん教育というカリキュラムの視点と、児童との

日常的な関わりの中で健康教育を進めていきたいと思いました。（小学校・養護教諭） 

大大変変参参

考考にに

ななっったた

7700%%

参参考考にに

ななっったた

2244%%

どどちちらら

ででももなな

いい

66%%

講義について
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・多くの資料やグラフがある中で、授業の進め方を考えて教材を選択していくことが大切で

あると教えていただきました。がんの原因がわからないものが多いからがん検診が大切で

ある、という伝え方にも納得しました。大変参考になりました。ありがとうございます。

（小学校・養護教諭） 
・実践発表会と講演の内容がリンクしていたので参考になった。（小学校・養護教諭） 
・生活習慣を身に付ける中学生、社会をみていく高校生、発達段階に合わせたがん教育を適

切に行なっていくことの大切さを学びました。社会に開かれた教育課程の視点から考える

ことができました。（小学校・教諭） 
・資料を自分で読み込むだけでは理解できない部分を専門性の高いをお話しから理解するこ

とができました。また、どうしても自身の校種だけに目が行きがちでしたが、中学校高校

の学習指導要領の内容や、児童生徒に教えるべき内容などをご指導いただき大変勉強にな

りました。（小学校・教諭） 
・健康教育に関しては、日本一の森先生の講演を拝聴できて大変良かったです。ＩＣＴの活

用の利点を大いに活用できて、臨場感あふれる講演となりました。（小学校・校長） 
・学習指導要領の解説について、今までになくわかりやすいものであった。なるほどと思っ

たことが多かった。（中学校・養護教諭） 
・がん教育を教える立場として、どのような事に留意し、考え、指導していかなくてはいけ

ないのか知ることができた。普段あまり着目していない点にも触れていてとても勉強にな

った。本日の研修を今後の指導に生かしていきたい。（中学校・教諭） 
・新学習指導要領を踏まえたがん教育の考え方について、大変勉強になった。あまり視野に

いれていなかった外部講師の派遣などもこれからは使っていきたいと感じた。外部講師と

連携し医学と教育をバランスよく扱っていくことが大切だと感じた。がんの種類や原因、

受診率などがん教育は様々な視点から授業を行うことが出来ると感じた。このようなネタ

をうまく用いて生徒が興味関心のもてるような授業を作っていきたい。がん教育の在り方

を再度確かめることができた。（高等学校・教諭） 
・新学習指導要領の解説や授業のヒントなど多岐にわたり大変勉強になりました。がん教育

を入り口として健康教育を推進していきたいです。（特別支援学校・養護教諭） 
・とてもわかりやすく、がんの死亡率が上昇した理由を高齢化で片付けてしまうと生徒の学

ぶ意欲がなくなってしまうということに繋がることは、とても勉強になりました。生徒が

興味をもったり、記憶に残しやすくしたりするためには、外部講師を招くことも一つの方

法だということを学ぶことができ、今後の教育活動に活かしていきます。貴重な講演をし

ていただき、ありがとうございました。（特別支援学校・教諭） 
・どのような意図、背景があって指導要領の内容が構成されているのか、なぜこの語句なの

か、など、がん教育を推進する土台を学ぶことができました。（行政・指導主事） 
 
〇外部講師関係者 ※抜粋 
・学習指導要領に沿うことの大切さと発展性をもたせることの難しさを感じました（医療機

関等・医師） 
・講演については興味深い点もありましたが教育から考えていく課程については知識がなく

よくわかりませんでした。誰かが講義すると言うより自分達で考えていく教育が必要と言

うことは理解できました。（医療機関等・薬剤師） 
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・医療人と教育人との観点の差があった。（医療機関等・薬剤師） 
・がん教育の目標は健康教育。健康教育は自分と周りの人が幸せになるためにあるべきです

ね。理屈の積み重ね、データの見方は大切です。新しい情報を日々取り入れて、また必要

なところは深堀して、分かりやすく伝えたいと思いました。（医療機関等・薬剤師） 
・がんや医療に関連する教授法について知ることができて有意義であった。（医療機関等・

臨床心理士） 
・使ってはいけない表現などがあること、学年によっては習っていないことがあることなど、

どこに呼ばれても同じ話をするのではなく、学習の進み具合に配慮が必要なことがわかり

ました。（がん患者団体等・経験者） 
・言葉の使い方（薬物療法を簡単に口にしていた）。一件漠然とした生活習慣と目的がはっ

きりしている健康習慣。年間のがん罹患者数と早期発見と死因がいまだ１位である一般の

人には矛盾を感じる関係など、書ききれませんが気づきがたくさんありました。（がん患

者団体等・経験者） 
・森教授の「がん教育を通し、他の病気にも関心を持ってもらう」、「がん教育を通して、健

康教育を進める」と仰っていたことはまさにその通りだと思いました。貴重な講演ありが

とうございました。（その他・経験者） 
・講演の中で「がん教育を通し、他の病気にも関心を持ってもらう」、「がん教育を通して、

健康教育を進める」と仰っていたのが強く印象に残りました。私は、何度もがんを経験し

ていますので「早期発見・検診」の重要性をわかっておりますので、他の疾病を経験した

際も「すぐに検診」し「早期に治療」を始めたため、大事には至りませんでした。森教授

の講演は、最初から最後まですべて興味深く外部講師として活動させて頂く際は学校の方

針を伺いながら、先生方と一緒に「主体的・対話的で深い学びの実現」に取り組んで行き

たいと思いました。（その他・経験者） 
 

＜＜感感想想＞＞ 

〇教育関係者 ※抜粋 
・今年度初めてがん教育を実施するにあたり、とても勉強になりました。知識のアップデー

トも含め今後も研修等ありましたら幸いです（小学校・養護教諭） 
・実践事例やたくさんの資料があり、大変参考になりました。本校でも、外部講師を招いて

講話をいただく機会が１２月にありますのでより良いものになるように、今回の研修を参

考に取り組んで行きたいと思います。（小学校・養護教諭） 
・今日の午前中、外部講師の方をお呼びして、がん教育を初めて実践してみました。やはり

思っていた以上に難しく、たくさんの反省点が残りました。来年度に向けて何を取り組ん

でいけばよいのか、どのような授業改善をしていけばよいのか大変、勉強になりました。

ありがとうございました。（小学校・養護教諭） 
・がん教育は、保健体育科や特別活動だけではなく、理科や家庭科、特別支援学校では自立

活動など、さまざまな教科と関連付けることができるものだと改めて感じることができま

した。また、今回の研修で自身の知見が広がったのと同時に、経験や勉強が足りていない

と感じました。今後とも自己研鑽をしていきたいです。（小学校・養護教諭） 
・今までは、知識を広げたり、理解させることに重点をおきがちだったので、習得、活用、
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探究というプロセスの中で深い学びができるような授業を目指したいと思います。がんと

いうとネガティブなイメージで暗くなってしまうため、今までは取り扱いづらかったが、

授業実践を参考に前向きにがんと正しく付き合っていけるようになるといいなと思いま

した。（小学校・養護教諭） 
・がんに対する考え方が少し変わったように感じる。しかし、身近にがんで命を落としてい

る経験があるので、怖いという認識は持っている。そういう子供たちもいる上で授業をす

るには配慮が必要だと感じた。予防の仕方を学び、自分のため、大事な人のために学びを

深め、広げていくことが今後ますます必要になってくることだと感じた。（小学校・教諭） 
・実践された先生方のお話がとても参考になりました。小学校においてはがん教育が教育課

程に位置づけられていないですが、とても重要であり必須な内容、また保健体育などの他

教科への深まりにつながる内容のため、ぜひたくさんの学校、たくさんの先生方にも実践

してほしいと思いました。今年度発表させていただく者として、そのような視点も持ちな

がら実践していきたいと考えております。本日はありがとうございました。（小学校・教

諭） 
・今後も、がん教育のあり方を地道に県内各地で広がっていけるようにまずは、実践してみ

ることが大事だと考えております。様々なアプローチがあることで、授業改善の一つに位

置づけて実践をしていきたいと考えております。（小学校・校長） 
・社会に開かれた教育課程の実現には、教科を横断した新たな学びの必要性を感じます。し

かし一方で、●●教育の乱立が学校教育を混乱させているところもあります。その価値の

重要性と、限られた時間の中での教育実践のバランスをどこがどうとっていくのか、今後

の大きな課題だと思いました。（小学校・校長） 
・がん教育についても、年々状況がかわるので、最新の情報や、さまざまな教育方法を学ぶ

ことができてよかったです。ありがとうございました。（中学校・養護教諭） 
・養護教諭や栄養教諭が関わったがん教育など、今後拝見できればと思います。（中学校・

養護教諭） 
・本日はありがとうございました。本日の研修で来年度の授業づくりのポイントや生徒に何

を教えるべきかが明確になりました。中学生だからこそできる予防法や、今からできるこ

とを考えさせたいと思います。大変勉強になりました。ありがとうございました。（中学

校・教諭） 
・毎年研修会に参加しているが、年々レベルの向上を感じとても参考になる研修会であった。

外部講師を活用した実践バリエーションを増やしてもらえるともっと自校での取り組み

の参考になると感じる。（高等学校・養護教諭） 
・今回はがん教育ということで新しく導入された分野の研修会に参加することができ、がん

教育について漠然とした考えから具体的なイメージをすることができた。「がん」につい

てまだまだ先のことだと考える生徒が多いなかで、自らの健康を適切に管理できるような

力を育てることが必要だと感じた。いかに今の実生活と結び付けてあげて、実感を味わわ

せることができるかが重要になるので、教材研究に努めていきたい。（高等学校・教諭） 
・がんという病気について、より自分事として捉えられるように、文科省のパワーポイント

など視覚的情報を駆使して臨みたいと思いました。（高等学校・教諭） 
・本校の児童生徒たちは白血球に罹患していることが多いです。白血球は染色体の異常によ

っておきます。生活習慣病によって引き起こされていないことも講義の中で触れられてい
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てよかったです。（特別支援学校・養護教諭） 
・身近にがんに罹患し、亡くなった人がいる経験や私自身もそうですが、生徒が「がん」を

自分のことのように考え、がん教育を通して、健康について考える授業づくりをしていく

ことが大切だということを大切だということを学ぶことができました。研修会で学んだこ

とをアウトプットして、他の教員とも知識を共有していきたいと思います。今回学んだこ

とを保健の授業などでしっかりと実践していきます。ありがとうございました。（特別支

援学校・教諭） 
 
〇外部講師関係者 ※抜粋 
・実際の指導の現場をみせていただきたいと思いました（医療機関等・医師） 
・学習指導要領にのったということで各学校で「がん教育」が行われることになったのは大

変喜ばしいことと考えます。他面、学校により取り組みの濃淡があるのは否めません。養

護教諭、学年担当が一体となり熱心に取り組んでおられ、事前の打ち合わせでも非常に密

度の高い話をされる学校も多数ありますが、外部講師に話をさせるだけで言い方は悪いで

すが「丸投げ」にようなことも時にあります。また、まだ特活などを利用した「がん教育」

を始められていない学校の先生方にどうしたら始められますかと伺うと「具体的なとりか

かりがわからない」（医療機関等・医師） 
・がん教育もですが環境の変化で起こる災害や感染症など色々な対応が必要と思いました。

（医療機関等・薬剤師） 
・オンラインで開催していただけるのは非常に助かります。良くも悪くもがん患者差別のよ

うなことは実際にあります。私達が元気で生きている姿を見せることも参考になるのかも

しれないと感じました。先生方はご苦労が多いことと思いますが早い時期からの教育に期

待します。（がん患者団体等・経験者） 
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文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 
令令和和４４年年度度埼埼玉玉県県「「ががんん教教育育」」授授業業研研究究会会((小小学学校校))開開催催要要項項  

 
１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 
この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 
そこで、学校におけるがん教育の充実を図るため、発達の段階に応じた適切な指導が

実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 
 
３ 期  日  令和４年１０月１９日（水） 
 
４ 会  場  羽生市立新郷第一小学校   

〒３４８－００４１ 羽生市上新郷５７１６番地 
         

５ 参加対象者  小学校教職員（教諭、養護教諭、保健主事等）、特別支援学校教職員        

及び指導主事等 ※会場校設置市（羽生市）の小中学校管理職及び中学

校教職員 
 
６ 日  程 
（１）受  付 １３時１５分～        （ 体育館 ） 
（２）公開授業 １３時３５分～１４時２０分  （ 体育館 ） 
（３）全 体 会 １４時３５分～１４時５０分  （ 体育館 ） 
（４）研究協議 １４時５０分～１６時１０分  （ 体育館 ） 
 
７ 公開授業 

学年 授業者 主 題 名 等 

６年 工藤 隆太 教諭 
特別の教科 道徳 
 主題名 命のかがやき 内容項目 【Ｄ 生命の尊さ】 
 教材名 命を見つめて （出典「新・みんなの道徳６」学研） 

 
８ 指導者及び役員 
  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  課 長   松中 直司 
  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  教育指導 幹   大松 武晴 
  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  指 導 主 事   咲間  悟 
  埼 玉 県 教 育 局 東 部 教 育 事 務 所  指 導 主 事   平澤 亜美 
  羽 生 市 教 育 委 員 会 学 校 教 育 課  指 導 主 事   蓮見 典昭 

 
    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准 教 授   七木田文彦 
  埼玉医科大学総合医療センター      教 授   儀賀 理暁 
  草 加 市 立 草 加 小 学 校      校 長   小松 薫樹 
  深 谷 市 立 深 谷 西 小 学 校      教 諭   栗田  顕 
  戸 田 市 立 戸 田 東 小 学 校      養 護 教 諭   佐々木真理  
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第６学年１組 道徳科指導案 

 

令和４年１０月１９日（水）第５校時 

場 所        体育館 

児童数        ２７人 

指導者   教諭 工藤 隆太 

 

１ 主題名  命のかがやき 内容項目 [Ｄ 生命の尊さ] 

 

２ ねらい  生命には終わりがあり、かけがえのない生命だからこそ精一杯生きようとする態度を育てる。 

 

  教材名  「命をみつめて」（出典「新・みんなの道徳 ６年」 学研） 

 

３ 主題設定の理由 

 （１）ねらいや指導内容について 

    小学校学習指導要領第３章特別の教科道徳における内容項目[Ｄ主として生命や自然、崇高なものと

の関わりに関すること]の[生命の尊さ]、小学校第５学年及び第６学年の指導の観点は、「生命が多くの

生命のつながりの中にあるかけがえのないものであることを理解し、生命を尊重すること」である。本

授業の内容は、中学校での「生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえ

のない生命を尊重すること」へと発展していく。 

    児童は成長するにつれ、人間の生命の大切さと共に、生きているものすべての生命の尊さについても、

理解していくものである。とはいえ、機会がなければ日常的に命のありがたさをかみしめることは少な

い。生きている喜びを実感するには、多くの人の支えがあることの認識が大切である。 

 指導に当たっては、限りある命を輝かせて生きることの尊さや生きることの意義について考え、生命

を尊重しようとする態度を育てることが大切になる。また、「がんについて正しく理解することができ

る」「健康と命の大切さについて主体的に考えることができる」という２点について、体育科保健領域、

道徳科、特別活動を通して、教科等横断的に深く考えさせることで、生命を尊重する心情や態度を育て

ていきたい。  

（２）これまでの学習状況及び児童の実態について 

    本学級では、これまでに体育科の保健領域の学習「病気の予防」において、病気は病原体、体の抵抗

力、生活行動、環境などが関わりあって起こること、その予防のために適切な運動、食事、休養及び睡

眠をとることなどによって、体の抵抗力を高めておく必要があることを学習してきた。また、日本人の

死亡原因の第 1 位が「がん」であることを学んでいる。しかし、「がん」という病気の名前は聞いたこ

とがあっても「重い病気」「命に関わる病気」などという認識にとどまる児童が多かった。 

（令和４年 ７月 １４日実施） 

①がんについての以下の質問について、当てはまるものに○をつけましょう。 

 質 問 そう思う どちらと

いえばそ

う思う 

どちらとい

えばそう思

わない 

思 わ な

い 

ａ がんの学習は、健康な生活をおくるために重要だ。 ２１ ６ ０ ０ 

ｂ がんの学習は、健康な生活をおくるために役に立

つ。 
２２ ４ １ ０ 

②がんについての以下の質問について、当てはまるものに○をつけましょう。 

 質 問 そう思う どちらと

いえばそ

う思う 

どちらとい

えばそう思

わない 

思 わ な

い 

ａ がんは誰でもかかる可能性のある病気である。 ２４ ３ ０ ０ 

ｂ がんは進行すると、今まで通りの生活ができなくな

ったり、命を失ったりすることがある。 
２６ １ ０ ０ 
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ｃ がんは日本人の死因の第２位である。 ２２ ５ ０ ０ 

ｄ たばこを吸わないこと、バランスよく食事をするこ

と、適度な運動をすることなどによって、予防でき

るがんもある。 

２２ ５ ０ ０ 

ｅ 早期発見すれば、がんは治りやすい。 ２１ ６ ０ ０ 

ｆ 体の調子が良い場合は、定期的に検診を受けなくて

も良い。 
３ ２４ ０ ０ 

ｇ がんの治療法には手術治療しかない。 １１ １６ ０ ０ 

ｈ がんの痛みは我慢するしかない。 ３ ２４ ０ ０ 

③がんについての以下の質問について、当てはまるものに○をつけましょう。 

 質 問 そう思う どちらと

いえばそ

う思う 

どちらとい

えばそう思

わない 

思 わ な

い 

ａ 自分はがんにならないと思う。 ５ ４ ９ ９ 

ｂ 将来、たばこは吸わないでいようと思う。 ２４ １ １ １ 

ｃ 日頃から、バランスの良い食事や適度に運動を行う

など健康な体づくりに取り組もうと思う。 
２０ ７ ０ ０ 

ｄ がん検診を受けられる年齢になったら、検診を受け

ようと思う。 
１７ ７ ３ ０ 

ｅ がんの治療方法はいくつかあるが、医師が決めるも

のである。 
１０ ５ ９ ３ 

ｆ がんになっても生活の質を高めることができる。 ５ ５ １０ ７ 

ｇ がんになっている人も過ごしやすい世の中にした

い。 
１９ ８ ０ ０ 

ｈ がんと健康について、まずは身近な家族から語ろう

と思う。 
１３ ９ ４ １ 

ｉ 家族や身近な人が健康であってほしいと思う。 ２６ １ ０ ０ 

ｊ 長生きするためには、健康な体づくりに取り組もう

と思う。 
２３ ４ ０ ０ 

 

    アンケートの結果から、大半の児童が、がんになると今まで通りの生活ができなくなると考えている

ことがわかった。また、半数以上の児童が、生活の質を高めることはできないと考えていることがわか

った。 

    多くの児童が、がんそのものについては言葉を知っているだけで、大雑把なイメージしかもっていな

いということがわかった。そこで、がんの治療については、手術や薬の投与だけでなく、患者の強い意

志や前向きな気持ちも重要であることに気付かせ、精一杯生きようとする態度を育てたい。 

 

 （３）教材の特質や活用方法について 

    本教材は、限られた命を輝かせて生きることや死を意識しながらも生を全うする気高さに触れるこ

とを通して、ねらいに迫るものである。猿渡瞳さんが、余命５年と宣告されながらも、生きる希望を失

わず、病気と闘い、生きることの大切さを訴え続けた実話を基にしている。猿渡瞳さんが最後まで自分

の生き方を追求する姿を通して、命を輝かせて生きることの素晴らしさについて考えさせることができ

る教材である。 

     病気と闘う主人公の気持ちに共感させながら、精一杯生きることの素晴らしさに気付かせるため、主

に次の場面を話し合うこととする。 

   ①弁論大会で伝えようとする瞳さんの思い 

   ②病気やけがの人たちの生き方から感じること 

    主人公の気持ちを押さえながら、自分たちならどうするのか、異なる立場で多面的・多角的に考えさ

せることで、精一杯生きることの素晴らしさに気付かせる。 

 

－ 36 －



４ 学習指導過程 

段 

階 
学習活動と主な発問 予想される児童の発言 

  ・指導上の留意点 

  ☆評価の視点 

時 

間 

導 

 

入 

１ 「生きていると実感する瞬

間ってどんなとき」のアン

ケート結果を紹介する。 

・好きなことをしているとき 

・運動会で１位をとったとき 

・達成感を感じたとき 

・事前にとったアンケート結果

からいくつか紹介する。 

5 

展 

 

開 

２ 教材「命を見つめて」 を

読んで、話し合う。 

 

(1) 瞳さんが、がんとわかった

とき、どんな気持ちだった

でしょう。 

 

 

(2) なぜ命の大切さを弁論大

会で伝えようとしたので

しょうか。 

 

 

(3) 病気やけがと闘う人たち

の生き方から何を感じま

すか。（中心発問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今までの自分を振り返り、

これからの生き方について

考える。 

○自分にできることはなんだ

ろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ショック 

・なぜ私が、、、 

・どんな病気かな 

・お母さんじゃなくてよかった 

 

・病気は悪いことじゃない 

・自分にできることを精いっぱ

いやりたい 

 

 

・前向きな気持ちは大事 

・強い心をもっている 

・辛いこともあるのにすごい 

・心の強さが、体の強さ 

・大事な命だからこそ精いっぱ

い生きることが大事 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今健康でいられることに感謝

すること 

・支えてくれている人たちへの

感謝をもつこと 

・夢や目標をもって生きていく

こと 

 

 

 

・事前学習で扱ったがん患者の

話などを想起させる。 

・入院生活や今後の患者さんの

生活の様子を考えさせる。 

 

・死が迫っている状況の中での

瞳さんの行動に共感させる。 

・だれに向けてのメッセージな

のかを明確にする。 

 

・瞳さんの生き方について考え

ることを通して感じた自分

の命の捉え方を基に、病気や

けがと闘っている人たちの

心情に共感させ、自身と比較

しながら考えさせる。 

☆命の大切さや限りあること

を理解し、強い気持ちや精い

っぱい生きる方法を考えて

いる。（発言） 

 

 

 

 

☆自分の生活を振り返り、自分

に命があることのありがた

さについて考えたり、自分の

これまでの考えを広げたり

している。（ワークシート） 

 

5 

 

 

5 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

終 

 

末 

４ 猿渡瞳さんの弁論大会の

動画＊を視聴する。 

 

 ・力強く生きようとする意欲を

高める。 

5 

 
＊動画引用元 アフラック 「生きる」ストーリー 猿渡瞳さん 

       https://www.youtube.com/embed/KSUdUEDSLQQ?rel=0 
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 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 他の教育活動との関連 

【横断的な単元の教育】（全１０時間 保健８時間 ＋ 道道徳徳１１時時間間 ＋ 特別活動１時間） 

保健領域 ね ら い 

① 

9/15 

病気の起こり方 病気は、病原体、体の抵抗力、生活行動、環境が関わりあって起こ

ることを理解できるようにする。 

② 

9/29 

感染症の予防 病原体が主な要因となって起こる病気の予防には、病原体が体に入

るのを防ぐことや病原体に対する体の抵抗力を高めることが必要

であることを理解できるようにする。 

③ 

④ 

10/7 

10/11 

 

生活習慣病の予防 生活習慣病など生活行動が主な要因となって起こる病気の予防に

は、適切な運動、栄養の偏りのない食事をとること、口腔の衛生を

保つことなど、など、望ましい生活習慣を身に付ける必要があるこ

とを理解できるようにする。 

⑤ 

10/26 

喫煙の害と健康 喫煙は健康を損なう要因となることを理解できるようにする。 

⑥ 

11/2 

飲酒の害と健康 飲酒は健康を損なう要因となることを理解できるようにする。 

⑦ 

11/9 

薬物乱用の害と健康 薬物乱用は健康を損なう要因となることを理解できるようにする。 

⑧ 

11/16 

地域の保健活動 地域では、保健に関わる様々な活動が行われていることを理解でき

るようにする。 

 

特別の教科 道徳（本時） ね ら い 

① 

10/19 

「命をみつめて」 生命には終わりがあり、かけがえのない生命だからこそ精一杯生き

ようとする態度を育てる。 

 

特別活動 ね ら い 

① 

10 月下旬 

自分たちにできること、これ

からの生き方 

外部講師による講話 

(R3 草加市立八幡小の実践) 

がんについて理解し、健康と命の大切さについて考え、自分が取り

組む行動目標を決めることができる。 

 

弁論大会 

「生きている」と 

実感するときはどんなとき？ 

 

・好きなことをしているとき 

・運動会で１位をとったとき 

・達成感を感じたとき 

・病気は悪いことじゃない 

・自分にできることを精い

っぱいやりたい 

・ショック 

・なぜ私が、、、 

・どんな病気かな 

・お母さんじゃなくてよかった 

 

命を見つめて 
・前向きな気持ちは大事 
・強い心をもっている 
・辛いこともあるのにすごい 
・心の強さが、体の強さ 
・大事な命だからこそ精いっ
ぱい生きることが大事 

自分にできること 

・今健康でいられることに感謝すること 

・支えてくれている人たちへの感謝をも

つこと 

・夢や目標をもって生きていくこと 
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６ 評価の視点 

【物事を多面的・多角的に考えている様子】 

 ・命があることの喜びや可能性、命は多くの人の支えの中で守られているなどの意義や、病気への向き合い

方について様々な観点から考えている。 

【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】 

 ・自分の生活を振り返り、自分に命があることのありがたさについて考えたり、自分のこれまでの考えを広

げたりしている。 
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令令和和４４年年度度ががんん教教育育授授業業研研究究会会（（羽羽生生市市立立新新郷郷第第一一小小学学校校））アアンンケケーートト結結果果  

【【本本日日のの授授業業研研究究会会のの内内容容ににつついいてて】】参参加加者者総総数数７７４４名名（（一一般般 4499・・来来賓賓等等 1133・・会会場場校校 1100））   
大変参考になった 参考になった どちらでもない 参考にならなかった 

一般参加者（提出５１名） ３９ １２ ０ ０ 

※一般参加者５１名の内訳 
 校長 15、教頭 2、教諭 11、養護教諭 18、指導主事 2、薬剤師 2、医師 1 

 
○○授授業業研研究究会会（（公公開開授授業業・・研研究究協協議議等等））ににつついいてて  
・がん＝死のイメージが強いですが、様々な視点からアプローチすることが大切であると感じました。「がん

教育」がなぜ必要なのかの理解が深まり、いろいろと考える機会となりました。（小学校・校長） 

・他教科との横断的、総合的にカリキュラムが組まれていて良いなと思った。体育、特別活動、道徳、それ

ぞれの教科で学んだことが子供たち中で関連付けて考えられるので良かったと思う。自分の学校でもカ

リキュラムを工夫してみたい。（小学校・校長） 

・私も子供たちと同様に授業を受けている感覚で参加しました。少し難しい“生きる”というテーマなので子

供にとっても少々難しいのではと思って参加しましたが、子供たちにはそれに対し真剣に考え、一人一人

がそれぞれの立場で“生きる”ということに対して答え（現時点での）を出していたように思います。素晴ら

しい価値ある授業だと思います。先生の指示や発問も子供が自然と考える流れを作っていて素晴らしか

ったです。（小学校・校長） 

・授業中で「どうして、この発問にしたのかな」「子供たちは、がんというものをどのように捉えているのか？」

など、様々な疑問がありました。グループ協議をしていく中で、そして指導者の先生の話を聞いていくうち

に、頭の中が整理されてきて、大変勉強になりました。（小学校・教諭） 

・事前にアンケートをとることで本当に幸せにについてより深く考えることができたと思います。また、工藤先

生が児童の言葉を使いながらまとめていた点がとても勉強になりました。板書もとてもわかりやすく授業

の前と後で児童の考え方が変わったことが黒板からわかりました。（小学校・教諭） 

・本時までに保健の授業の積み重ねがあり、その学びが子供たちの発言に多く出ていました。知識がない

と、表面でしか考えないと思うので、改めて難しい内容について考えさせたい時は事前の学びが大切だ

と思いました。各教科との連携により深い学びとなることがより分かりました。（中学校・教諭） 
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・まず、根底にある自他の健康や生命を大切にする姿勢を育てることは、特別支援学校でも改めて継続的

に大切にしていかなければと思いました。そのためには、具体的な指導内容や評価（児童の姿の捉え方）

を再確認する必要があると感じています。本校においては、中学部高等部との連携や保健等の横断的

な視点も必要であると思いました。（特別支援学校・教諭） 

・体育（保健）で学んだ知識をより自分のことのように考えられる授業だったと思います。命の大切さについ

て向き合っていた児童一人一人の姿が本当に素晴らしかったです。工藤先生の「どんな言葉でも先生が

受け止めるよ」という言葉が、子供たちとの信頼関係に繋がっているのだと感じました。 

・がんに関する知識を学ぶだけでは他人事で終わってしまいやすいですが、がん患者の思いや生活を児童

が考えたことで、身近なものと感じることができたのではないかと思います。本校でも担任の先生と相談

して生かしていきたいと思います。（小学校・養護教諭） 

・がん教育の一つのアプローチとして「道徳」の授業での進行の一面を見させていただき、薬剤師である自

分では考え付かないことであり新鮮であった。授業の展開として、答えを求めるものではないことで自由

に子供たちが発言できる点は参考になった。（薬局・薬剤師） 

 
【【ががんん教教育育ににつついいててのの提提案案、、意意見見、、感感想想等等】】  
・全教育活動を通して健康教育に取り組む中で、特に大切なのはカリキュラム（系統的、横断的、ＳＤＧｓの

視点など）だと再認識できました。家庭との連携（留意すべきこともあるが）もより深めていく必要があると

思いました。最も難しいのは、がんで亡くなった家族がいる児童（そのクラス）への授業だと思っています。

（小学校・校長） 

・正直、小学生の子供に「がん教育」について考えさせるのは、とても難しいだろうと考えていました。しかし、

「がん」であろうと、他の病気、事故であろうと、今を精一杯生きる、命を大切にするということは同じであ

るので、このような教育は必要なのだと感じました。（小学校・校長） 

・本校に持ち帰り、本校においても“生きることの大切さ”や“生命の尊さ”について考える教育を推進する上

で参考にさせていただきます。（小学校・校長） 

・自分の学級にも「小児がん」の児童がおり、病名の告知や扱い方等、悩んでいることばかりでした。今回

の研究会で自分なりの考えをもつことができました。（小学校・教諭） 

・とてもよい題材だと思います。自分が病気になった時だけではなく、周りの人が苦しんでいることに気付け

る大人になってほしいと思うからです。また、埼玉県のがん検診率が５０％未満であることから、保健・体

育の面でも効果のある題材だったと思います。（小学校・教諭） 

・がん教育をカリキュラム・マネジメントの教科横断的な側面から行うことで、子供たちが自分にも関係のあ

ることとして考えることができるのだと実感しました。（小学校・教諭） 

・“がん”が身近にない児童にとっては、どうしても“自分事”としては捉えにくいのかな、と感じました。ただ、

“ハッ”とする瞬間、「当たり前が当たり前でない」と一瞬気付くひとときがあることが大切だと思いました。

また、繰り返し機会を捉えて触れていくことが大切であるとも感じました。本校においては、がんそのもの

というよりは、健康や生命、自他に関することといった内容を具体的な指導内容におとして実践に結び付

けていくことが今後も大切であると思いました。（特別支援学校・教諭） 
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・がん教育を保健で行うときに教科書で“予防”を中心に教えるが、道徳等で心情に訴える学びがあるとい

いのだなと感じました。医療現場の方からの話も聞けると中学生は知識も増えると思います。外部講師

の活用も考えたいです。それほど大事な内容であると学べました。（中学校・教諭） 

・授業の最後に子供たちが考えた「自分にできること」の内容を見ると、子供たちそれぞれが、命の大切さ

や病気との向き合い方についてしっかり考えることができていると感じました。（小学校・養護教諭） 

・授業の実施時期や内容を工夫することで時数を変えなくてもこれほど学びを深められることが分かりまし

た。養護教諭として、がん教育で目指すものを校内で共有し、大切さを知ってもらうことも必要だと感じま

した。（小学校・養護教諭） 

・「がん教育」として道徳が入ることは、大変価値のあることだと感じました。知識・理解と共に心情面も押さ

えた大変効果的な学習になると感じました。（教育委員会・指導主事） 

・大変素晴らしい勇気をもらえる事象、ケースから学ぶ事、感じる事も沢山あり有意義であると思います。一

方で暗いあまり触れたくないような事実があることも確かです。どのように病気や死と向き合っていくのか、

がん教育の難しさを感じました。（病院・医師） 

・がん教育に関わる方は多様であるが、カリキュラムを構築し、保健教育や養護教諭の先生方とも連携で

きるネットワークを作っていけたらと感じました。（薬局・薬剤師） 

 

 

【【全全体体会会・・研研究究協協議議のの様様子子】】  

      

【【授授業業のの様様子子】】  
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文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 
令令和和４４年年度度埼埼玉玉県県「「ががんん教教育育」」授授業業研研究究会会((中中学学校校))開開催催要要項項  

 
１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 
この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 
そこで、学校におけるがん教育の充実を図るため、発達の段階に応じた適切な指導が

実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 
 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 
 
３ 期  日  令和４年１１月２９日（火） 
 
４ 会  場  小鹿野文化センター１階大会議室 
        〒３６８－０１０５ 秩父郡小鹿野町小鹿野１６７－１ 
        ※公開授業：小鹿野町立小鹿野中学校 
         

５ 参加対象者  北部教育事務所（支所）管内小中学校、県立中学校、県立及び市立特別

支援学校（中学部設置）の教職員（教諭 、養護教諭、保健主事等）、及

び教育委員会の指導主事等 
 
６ 日  程 
（１）受  付 １３時１０分～        （ホワイエ） 
（２）公開授業 １３時４０分～１４時３０分  （大会議室） 
（３）全 体 会 １４時４５分～１５時０５分  （大会議室） 
（４）研究協議 １５時０５分～１６時３０分  （大会議室） 
 
７ 公開授業 

学年 授業者 単元名 

２年  笠原 勇人 教諭 
保健体育（保健分野） 
「（１）健康な生活と疾病の予防」 
   (ｳ) 生活習慣病などの予防 

 
８ 指導者及び役員 
  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  課 長   松中 直司 
  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  教育指導 幹   大松 武晴 
  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  指 導 主 事   咲間  悟 
  小 鹿 野 町 教 育 委 員 会 学 校 教 育 課  指 導 主 事   小野 仁士 

 
    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准 教 授   七木田文彦 
  埼玉医科大学総合医療センター      教 授   儀賀 理暁 
  熊 谷 市 立 玉 井 中 学 校      校 長   今村 美己 
  松 伏 町 立 松 伏 第 二 中 学 校      教 諭   中村 美紀 
  上 尾 市 立 大 石 中 学 校      養 護 教 諭   丑木 紅音 
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保健体育科（ 保健分野） 学習指導案 

 

                              令和４ 年１ １ 月２ ９ 日（ 火） 第５ 校時 

小鹿野文化センタ ー 大会議室 

                              第２ 学年 A 組 男子 20 名 女子 15 名 

                              授業者   教 諭   笠原 勇人 

 

１  単元名  「 健康な生活と 疾病の予防」  （ ウ ） 生活習慣病などの予防 

 

２  単元について 

  我が国において、 がんは、 昭和５ ６ 年（ １ ９ ８ １ 年） よ り 死因の第１ 位であり 、 平成２ ７ 年（ ２ ０ １ ５ ）  

年には、 年間３ ７ 万人が亡く なり 、 生涯のう ちに約２ 人に１ 人ががんにかかる と さ れている 。 第３ 期がん対策

推進基本計画では、「 がん患者を含めた国民が、 がんを知り 、 がんの克服を目指す。」 こ と を目標と し ている 。

ま た、 世界保健機関によ れば、「 がんの約４ ０ % は予防でき る ため、 よ り 積極的にがん予防を進めていく こ と に

よ って、避けら れる がんを防ぐ こ と が重要である 。」 と 明記さ れている 。 重要な観点と し て、 がんのリ ス ク の減

少（ １ 次予防） およ び国民が利用し やすい検診体制の構築、 がんの早期発見・ 早期治療（ ２ 次予防） の促進を

図る と と も に予防・ 検診に関する 取組を進める こ と が挙げら れる 。 そのため、 生徒に１ 次予防の観点に着目さ

せ、 生徒自身の生活習慣を見直し 、 よ り 具体的な対策について考えさ せる と と も に、 正し い知識を身につけ、

今予防する こ と が将来の健康につながる こ と を理解さ せたい。  

 「 健康な生活と 疾病の予防」 については、 中学校３ 学年間を通し て扱う こ と と なっており 、 第１ 学年で「 健康

の成り 立ちと 疾病の発生要因」 及び「 生活習慣と 健康」、 第２ 学年で「 生活習慣病などの予防（ 本単元）」 及び

「 喫煙、 飲酒、 薬物乱用と 健康」、 第３ 学年で「 感染症の予防」 及び「 健康を守る 社会の取組」 を学習する 。  

 本単元「 生活習慣病などの予防」 では、 こ れま でに学習し てき た、「 健康の大切さ や健康によ い生活。 病気の起

こ り 方や予防など。（ 小学校）」、 及び「 主体と 環境の要因が関わる 健康の成り 立ちと 疾病の発生。 適切な運動、

食事、 休養及び睡眠などの調和のと れた生活習慣によ る 健康の保持増進。（ 中学校第１ 学年）」 を生かし て、「 生

活習慣病及びがんの予防」 について理解を深めていく 。 ま た、 本単元は、 高等学校で学習する「 生活習慣病な

どの予防と 回復」 へと つながっていく 単元である 。  

  本単元においては、 生活習慣病やがんについての疾病概念及びその予防などの知識を習得する だけでなく 、

各内容に関する 課題を発見し 、 その解決に向けて思考し 判断する と と も にそれら を表現する こ と ができ る よ う

にする こ と 、 学習を通じ て自他の健康に関心をも ち、 現在だけでなく 生涯を通じ て健康の保持増進や回復に主

体的に取り 組む態度を身に付ける こ と が必要である と 考える 。  がんを扱う こ と を通じ て、 他の様々な疾病の

予防や望まし い生活習慣の確立等も 含めた健康教育そのも のの充実を図る も のにし ていき たい。  

 

３  生徒の実態 

  本学級は、 明る く 元気な生徒が多い。 男女間の仲も 良く 、 良好な人間関係を構築でき ている 。 保健の授業に

対する 関心はおおむね高く 、 グループ活動では、 意欲的に学び合いをする 姿も 見ら れる 。 し かし 、 学力の個人

差が大き く 、 知識の定着やその活用についても 差がある ため指導に際し ては配慮が必要である 。  

 事前アンケート の結果から 、 がんの学習は、 健康な生活を送る ために必要だと 考える 生徒が多く いる 反面、 自

分はがんになら ないと 思う 生徒の割合が多いこ と から 、 学習を通じ て、 がんが身近な病気である こ と や日頃の

生活習慣の乱れなども 、 がんのリ スク を高める 原因になる こ と を生徒に気付かせたい。  
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 事前アンケート の結果等（ 令和４ 年９ 月実施）  

1) がんについての以下の質問について、 当てはま る も のに○を付けてく ださ い。  

 質   問 そう 思う  ど ち ら かと い

えばそう 思う  

ど ち ら か と い え

ばそう 思わない 

そ う 思

わない 

a がんの学習は、 健康な生活を送る ために重要だ。  ２ ８  ５  ０  ０  

b がんの学習は、 健康な生活を送る ために役に立つ。  ２ ４  ９  ０  ０  

 

2) がんについての以下の質問について、 当てはま る も のに○を付けてく ださ い。  

 質問 正し い 誤り  

a がんは誰も がかかる 可能性のある 病気である 。  ３ ３  

 

０  

b がんは進行する と 、 今まで通り の生活ができ なく なったり 、 命を失ったり する

こ と がある 。  

３ ３  

 

０  

c がんは日本人の死因の第２ 位である 。  ２ ６  ７  

d たばこ は吸わないこ と 、 バラ ンス よ く 食事をする こ と 、 適度な運動をする こ と

など によ って、 予防でき る がんも ある 。  

３ １  

 

２  

e 早期発見すれば、 がんは治り やすい。  ２ ７  ６  

f 体の調子が良い場合は、 定期的に検診を受けなく ても 良い。  ２  ３ １  

g がんの治療法には手術治療し かない。  ８  ２ ５  

h がんの痛みは我慢する し かない。  ６  ２ ７  

 

3) がんについての以下の質問について、 当てはま る も のに○を付けてく ださ い。  

 質   問 そう 思う  ど ち ら かと い

えばそう 思う  

ど ち ら か と い え

ばそう 思わない 

そ う 思

わない 

a 自分はがんになら ないと 思う 。  ５  ８  ６  １ ４  

b 将来、 たばこ は吸わないでいよ う と 思う 。  ２ ８  １  ３  １  

c 日頃から 、 バラ ンス の良い食事や適度に運動を行う

など 健康な体づく り に取り 組も う と 思う 。  

２ ０  １ ２  １  ０  

d がん検診を受けら れる 年齢になったら 、 検診を受け

よ う と 思う 。  

１ ３  １ ７  ２  １  

e がんの治療法はいく つかある が、 医師が決める も の

である 。  

４  １ ２  ８  ９  

f がんになっても 生活の質を高める こ と ができ る 。  ８  ９  ９  ７  

g がんになっ ている 人も 過ご し やすい世の中にし た

い。  

２ ６  ６  １  

 

０  

h がんと 健康について、 まずは身近な家族から 語ろう

と 思う 。  

１ ５  １ ４  ４  ０  

i  家族や身近な人が健康であってほし いと 思う 。  ３ １  １  １  ０  

j 長生き する ために、 健康な体作り に取り 組も う と 思

う 。  

２ ６  ７  ０  ０  
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４  教師の指導観 

  自分なり の生活習慣を確立さ せる など、 健康の保持増進について主体的に取り 組む態度を育成し ていき たい。

がんは身近にある 病気である にも かかわら ず、 多く の生徒が正し く 理解し ていない。 ま た、 自分事と し て捉え

ておら ず、 健康である 生徒が、 自分事と し て実感する こ と は難し い現状がある 。 し かし 、 がんを含む生活習慣

病などは自分自身の現在の生活と も 関わり が深い問題であり 、 思春期のこ の時期に適切な生活習慣を身に付け

る こ と が大切である と 考える 。  

指導に当たっては、 自分自身の生活を振り 返ら せ、 がんや生活習慣病の要因になり そう なも のを生徒同士で考

え、 意見交換をする 中で、 将来の自分たちの健康のために、 今でき る 具体的な予防策を考え、 実践につながる

よ う に指導を展開し ていく 。  

 

５  単元の目標 

（ １ ） 生活習慣病などの予防について、 理解する こ と ができ る よ う にする 。（ 知識）  

（ ２ ） 生活習慣病の予防に関わる 事象や情報から 課題を発見し 、 疾病等のリ ス ク を軽減し たり 、 生活の質を高め

たり する こ と などと 関連付けて解決方法を考え、 適切な方法を選択し 、 それら を伝え合う こ と ができ る よ

う にする （ 思考力、 判断力、 表現力等）  

（ ３ ） 生活習慣病などの予防について、 自他の健康の保持増進や回復についての学習に自主的に取り 組も う と す

る こ と ができ る よ う にする 。（ 学びに向かう 力、 人間性等）  

 

６  単元の指導計画と 評価計画 

（ １ ） 単元の評価規準 

知識・ 技能    思考・ 判断・ 表現  主体的に学習に取り 組む態度 

① 生活習慣病は、 日常の生活習慣

が要因と な っ て起こ る 疾病で

あり 、 適切な対策を講ずる こ と

によ り 予防でき る こ と 、 不適切

な生活行動を 若い年代から 続

ける こ と によ って、 様々な生活

習慣病のリ ス ク が高ま る こ と

について、 理解し たこ と を言っ

たり 、 書いたり し ている 。  

② がんは、異常な細胞である がん

細胞が増殖する 疾病であり 、そ

の要因には不適切な生活習慣

を はじ め様々なも のがある こ

と 、 ま た、 がんの予防には、 生

活習慣病の予防と 同様に、適切

な生活習慣を 身に付ける こ と

など が有効である こ と につい

て、 理解し たこ と を言ったり 、

書いたり し ている 。  

① 生活習慣病な ど の予防につい

て、 それら に関わる 事象や情報

などを整理し たり 、 個人の生活

と 関連づけたり し て、 自他の課

題を発見し ている 。  

② がんの仕組みや予防、 早期発見

について 学んだこ と を 活用し

て、 自分の「 現在」 及び「 将来」

の生活習慣や行動について考

え、 でき る こ と をまと めたり 、

伝え合ったり し ている 。  

① 生活習慣病な ど の予防につい

て、 課題の解決に向けた学習に

自主的に取り 組も う と し て い

る 。  
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（ ２ ） 指導計画と 評価計画（ ４ 時間扱い） 本時は〇印 

時 ねら い・ 学習活動 知 思 態 評価方法 

１  

 

生

活

習

慣

病

の

起

こ

り

方 

Ⅰ ねら い 

・ 生活習慣病は、日常の生活習慣が要因と なって 

起こ る 疾病であり 、 適切な対策を講ずる こ と

によ り 予防でき る こ と 、 不適切な生活行動を

若い年代から 続ける こ と によ っ て、 様々な生

活習慣病のリ ス ク が高ま る こ と について理解

する こ と ができ る よ う にする 。  

Ⅱ 学習活動 

１  望ま し い生活習慣について考える  

２  生活習慣病は、 日常の生活が要因と なって

起こ る 疾病である こ と 、運動不足、食事の量

や質の偏り 、 休養や睡眠の不足などの生活

習慣の乱れが健康に及ぼす影響について知

る 。  

３  本時の学習を 振り 返り 、 ワ ーク シート にま

と め発表する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

  ・ 生活習慣病は、日常の生活習

慣が要因と なっ て起こ る 疾

病であり 、 適切な対策を 講

ずる こ と によ り 予防でき る

こ と 、 不適切な生活行動を

若い年代から 続ける こ と に

よ っ て、 様々な生活習慣病

のリ ス ク が高ま る こ と につ

いて、 理解し たこ と を 言っ

たり 書いたり し ている 内容

を【 観察・ ワ ーク シート 】 で

捉える 。〈 知－①〉  

２  

 

生

活

習

慣

病

の

予

防 

Ⅰ ねら い 

・ 生活習慣病などの予防について、それら に関わ

る 事象や情報など を整理し たり 、 個人生活と

関連付けたり し て、 自他の課題を発見でき る

よ う にする 。  

Ⅱ 学習活動 

１  前時の学習を 振り 返り 、 改善すべき 生活習

慣について考える 。  

２  自他の改善すべき 生活習慣について、 タ ブ

レ ッ ト 端末や教科書の資料を活用し 、 調べ

学習を行う 。  

３  調べたこ と を も と に、 グループ内で学び合

いを行う 。  

４  本時の学習を 振り 返り 、 ワ ーク シート にま

と め発表する 。  

  

 

 

 

 

 

 

 

① 

 ・ 生活習慣病など の予防につ

いて、 それら に関わる 事象

や情報など を 整理し たり 、

個人生活と 関連付けたり し

て、 自他の課題を 発見し て

いる 内容を【 観察・ ワ ーク シ

ート 】 で捉える 。〈 思－①】  

３  

が

ん

に

つ

い

て 

Ⅰ ねら い 

・ がんは、異常な細胞である がん細胞が増殖する

疾病であり 、 その要因には不適切な生活習慣

をはじ め様々なも のがある こ と 、また、がんの

予防には、生活習慣病の予防と 同様に、適切な

生活習慣を身に付ける こ と など が有効である

こ と について理解でき る よ う にする 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

・ がんは、異常な細胞である が

ん細胞が増殖する 疾病であ

り 、 その要因には不適切な

生活習慣を はじ め様々なも

のがある こ と 、また、がんの

予防には生活習慣病と 同様

に、 適切な生活習慣を身に 

つける こ と など が有効であ
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Ⅱ 学習活動 

１  がんの発生要因と その種類、 健康や生命へ

の悪影響、 治療法やがんの現状について概

要を理解する 。  

２  （ １ ） がんの発生要因 

（ ２ ） がんの予防 

（ ３ ） がんの早期発見と 回復 

上記の３ つにグループを分け、 資料を 読み

解く 。  

３  本時の学習を 振り 返り 、 ワ ーク シート にま

と め、 発表する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る こ と について、 理解し た

こ と を 言っ たり 、 書いたり

し ている 内容を【 観察・ ワ ー

ク シート 】 で捉える 。  

〈 知－②〉  

④ 

 

が

ん

の

予

防

に

つ

い

て 

Ⅰ ねら い 

・ 生活習慣病などの予防について、課題の解決に

向けた学習に自主的に取り 組むと と も に、 が

んの仕組みや予防、 早期発見について学んだ

こ と を活用し て、 自分の「 現在」 及び「 将来」

の生活習慣や行動について考え、 でき る こ と

を ま と めたり 、 筋道を立てて伝え合ったり す

る こ と ができ る よ う にする 。  

Ⅱ 学習活動 

１  前時の学習の振り 返り と し て、 〇✖問題を

行う 。  

２  予防につながる 生活習慣について、 現在の

自分の生活習慣を焦点化し 、 その改善に向

けた具体策について、 資料を活用し た調べ

学習を行う 。  

３  こ れま での学習を元に、 オリ ジナルの新が

ん１ ２ 箇条を考える 。  

４  考え た新がん１ ２ 箇条を グ ループで共有

し 、 発表する 。  

５  本時の学習を 振り 返り 、 ス ク ールタ ク ト に

ま と める 。  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

・ 生活習慣病など の予防につ

いて、 課題の解決に向けた

学習に自主的に取り 組も う

と し ている 状況を【 観察・ ワ

ーク シート 】 で捉える 。〈 態

－①〉  

 

・ がんの仕組みや予防、早期発

見について学んだこ と を 活

用し て、自分の「 現在」 及び

「 将来」 の生活習慣や行動

について考え、 でき る こ と

についてま と めたり 、 筋道

を 立てて伝え合っ たり し て

いる 内容を【 観察・ ワ ーク シ

ート 】 で捉える 。〈 思－②〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 50 －



７  本時の学習と 指導（ ４ /４ ）  

（ １ ） ねら い 

・ 生活習慣病など の予防について、 課題の解決に向けた学習に自主的に取り 組むこ と ができ る よ う にす

る 。                              〈 主体的に学習に取り 組む態度〉  

・ がんの仕組みや予防、 早期発見について学んだこ と を活用し て、 自分の「 現在」 及び「 将来」 の生活習

慣や行動について考え、 でき る こ と についてま と めたり 、 伝え合ったり する こ と ができ る よ う にする 。     

〈 思考・ 判断・ 表現〉  

（ ２ ） 準備  

・ 学習ノ ート  ・ ワ ーク シート  ・ ○×の札 ・ タ ブレ ッ ト 端末 ・ ス ラ イ ド 等の資料 ・ ス ク リ ーン 

・ ホワ イ ト ボード  ・ マグネッ ト   

（ ３ ） 本時の展開 

時間  学習内容 ・  活動   指導上の留意点 （ ○指導 ◆評価規準）  

導 

入 

10 

分  

 

１  前時ま での学習し た内容を振り 返り ○  

×ク イ ズを 行う 。  

※ 〇×ク イ ズ王を決める 。  

 

２  〇×問題の解答から 、 何でそう 思ったの

かを 問う 。  

 

 

３  本時の学習課題を確認する 。  

 

 

 

 ○前時の学習を 振り 返り 、 学んだ内容を も と に

積極的に取り 組むよ う 促す。  

○〇か×かだけでなく 、 その理由についても 説

明でき る よ う にする 。  

 

〇がんについて正し い知識を身につけさ せる 。  

 

○本時の課題を 確認し 、 学習の見通し を も てる

よ う にする 。  

 

展 

開 

①  

25 

分 

４  話し 合い活動 

 

4～5 人班グループ 8 班 

 

○グループ内で調べる 内容を 焦点化する 。  

・ 食生活と がんについて( 2 班)  

・ 適正体重と がんにについて( 2 班)  

・ 早期発見・ 早期治療ついて( 2 班)  

・ 小鹿野町の現状ついて（ 2 班）  

 

○班ごと に資料を分析し 、読み取ったこ と か

ら 改善策を考える 。  

 

○資料を も と に見つけた課題や分析し てわ

かったこ と を班内で発表し あい、わから な

いこ と は互いに質問する 。  

 

 

  

 

 

 

〇資料やグラ フ から 読み取り 、 調べる 内容を 明

確に意識でき る よ う にする 。  

○資料を 適切に活用し 、 学んだこ と を 相手に分

かり やすく 伝える よ う 促す。  

○グループ内の発表を聞いて、 他者の意見から

キーワ ード と なる 言葉をメ モする よ う 促す。  

○資料を 活用し 、 ま と めた内容を 分かり やすく

発表でき る よ う にする 。  

 

〇発表後、 発表し た内容について教員が補足す

る 。  

 

 

 

がんはどう すれば予防でき る だろう ？ 今、 自分たちにでき る こ と は何だろう ？ 
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○班ごと にま と めた内容を発表する 。  

※ 発表は各班１ 分程度 

 

〇他の班の発表を聞き ながら 、キーワ ード を

メ モする 。  

 

 

＜予想さ れる 生徒の反応＞ 

A 食生活と がんについて 

・ 嫌いな食べ物（ 野菜など ） がいがいと がん 

のリ ス ク を下げる 。  

B 適正体重と がんについて 

・ やせすぎも 太り すぎも だめ。小鹿野中の生 

徒は痩せすぎが多いので、 食生活を見直 

し たい。  

Ｃ  早期発見・ 早期治療について 

・ がん細胞は 10 年～20 年で見つかる 大き さ

になる ので、自覚症状がない時に検診をし

て発見する こ と が大切。  

Ⅾ 小鹿野町の現状について 

・ 県内市町村の中で、小鹿野町はがんの受診

率が高いし 、早期に見つかれば助かる 確率

が 90％以上と 高いので、 私も 受けら れる

年齢になったら 受診し たい。  

 

 

 

 

 

 

 

○他の班の発表を 受けて、 気づいたこ と を ワ ー

ク シート にメ モする よ う に促す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

② 

10

分 

５  学んだこ と を も と に、 今から 自分たちに

でき る こ と と し て、 新がん１ ２ 箇条なら ぬ、

新がん〇箇条を考え、 ワ ーク シート にま と

める 。  

＜予想さ れる 生徒の反応＞ 

・ 好き な物だけ食べる のではなく 、嫌いな野菜 

も 一口は食べる 。  

・ 自覚症状がなく と も 大人になったら 、 必ず 

検診を受ける 。  

・ 適正体重を維持する ためにバラ ンス の良い 

食事をと る 。  

・ 小鹿野中の２ 年生はやせの体質が多いので、 

ダイ エッ ト し ないよ う に呼びかける 。  

・ お肉にサンチュ を巻いて食べる 。  

 〇学んだ内容から 、 自分なり の新〇箇条を考る よ

う に促す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生活習慣病などの予防について、 課題の

解決に向けた学習に自主的に取り 組も

う と し ている 。 【 観察・ ワ ーク シー

ト 】  

〈 主体的に学習に取り 組む態度〉  

 

「 努力を要する と 判断さ れる 状況」  

（ C） の生徒への手立て（ 支援）  

 机間指導を行いながら 、気づき を促すため

の声かけを行っていく 。  

「 十分満足でき る と 判断さ れる 状況」  

（ A） の生徒の具体的な姿 

 自分が調べた内容を意欲的に発表し てい

る 。他者の意見を取り 入れ、よ り 良い予防策

を考える こ と ができ ている 。  

◆がんの仕組みや予防、 早期発見について学

んだこ と を活用し て、 自分の「 現在」 及び

「 将来」 の生活習慣や行動について考え、

でき る こ と についてま と めたり 、 筋道を立

てて伝え合ったり し ている 。【 観察・ ワ ー

ク シート 】 〈 思考・ 判断・ 表現〉  
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○数人の生徒が自分なり に考えた新がん○箇 

条を発表する 。  

 

〇ス ク ールタ ク ト にま と めを記入する 。  

 

〇隣の生徒と ま と めた内容を伝え合う 。  

 

〇数人の生徒がま と めを発表する 。  

 

＜予想さ れる 生徒の反応＞ 

・ 私は今ま で好き な食べ物（ お肉類） をお腹い 

っぱいになる ま で食べていたけれど、 他の班 

の発表を聞いて、 野菜や果物はがんのリ ス ク  

を下げる こ と を知ったので、 今後はバラ ンス  

の良い食事を心掛けていき たいです。  

私が考える 新がん〇箇条は、 今後は嫌いな野 

菜も 必ず一口は食べる です。  

 

 

〇自分で考え た新がん〇箇条を 堂々と 発表さ せ

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま  

と  

め 

5分 

〇生徒の発表から 、 本時の課題に対する ま と

めを行う 。  

 

 

６  教師の話を聞く  

 

 ○本時のま と めを 行い、 がんの発生要因は様々

である こ と から 、「 がんになった人」 の原因全

てが「 生活習慣が乱れている 人」 ではないこ と

を伝える 。し かし 、今現在、 私たちができ る 予

防策と し ては、生活習慣を整える こ と や、早期

発見・ 早期治療、 検診等である こ と を伝える 。 

 

○本時のまと めを行い、 がんを予防する ための望 

ま し い生活習慣と 検診の必要性について再確認

する 。  

 

８  板書計画 

 

「 努力を要する と 判断さ れる 状況」  

（ C） の生徒への手立て（ 支援）  

机間指導を行い、 自分の考えがま と めら れる

よ う にキーワ ード 等を伝える 。  

自分の現在や将来の生活習慣に結ぶ付ける  

こ と ができ る よ う にする 。  

「 十分満足でき る と 判断さ れる 状況」  

（ A） の生徒の具体的な姿 

生活習慣など は、 自分自身で改善でき る 予防

方法がある こ と 。 ま た、 誰でも がんになる 可

能性がある ので、 がん検診や早期治療が大切

である こ と を理解し 、 自分なり の新〇箇条の

予防法を考える こ と ができ ている 。  

「 課題」  

がんはどう すれば予防でき る だろう ？ 今、 自分たちにでき る こ と は何だろう ？ 

 

＜〇×問題の内容＞ 

                            「 ま と め」  

                             適正体重を維持する 。  

                             バラ ンス の良い食事を心掛ける 。  

                             給食を残さ ず食べる 。  

                             大人になったら 、 検診を受ける 。  
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９  事後指導 

 本単元の実施後、 学級活動（ ２ ） の「 エ 心身と も に健康で安全な生活態度や習慣の形成」 で教科等横断的

に扱う こ と と し 、 町内にある 小鹿野町立病院院長である 内田医師を 招き 、 「 いのちの大切さ 」 「 将来がん

や病気になら ないために今から でき る こ と 」 「 がんになった時にど う 向き 合っていく か」 について、 講話

し ていただく 。 その際、 緩和ケアについても 触れていただく こ と で、 生徒の将来を見据えた学習と し て位

置付けたい。  
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          R4  がん教育       R4  １ １ ． ２ ９  

 

２ 年 組  番  氏名           

 

◇今ま での学習を振り 返り 、 がんについてのク イ ズ王を決めま す！！ 
 全部で１ ０ 問出題する ので、 〇✖札を使って答えよ う ！ 
 
君は何問正解でき る かな？ !(^ ^ )! 
 
問題 １ 問 

 
２ 問 ３ 問 ４ 問 ５ 問 ６ 問 ７ 問 ８ 問 ９ 問 1 0 問 

自分の

答え 
 
 

         

正解  
 

         

 
私は、、、「 １ ０ 間中           間」 正解し ま し た👑👑             
 
 
＜本時の課題＞ 

「 がんはど う すれば予防でき る だろう ？ 今、 自分たちにでき る こ と は何だろ う ？」  

 
 
「 資料を基に各班ごと に調べ学習を行おう 」  
 
〇食生活と がんの関係について(1 .6 班)         
〇適正体重と 小鹿野中の関係について(3 .7 班) 
〇早期発見・ 早期治療について(2 .5 班) 
〇小鹿野町の現状について(4 .8 班) 
 

◇私が考える 新がん〇箇条はこ れだ！！   ※でき る だけたく さ ん書こ う ！！ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

＜本時の振り 返り ＞ 

① 今日の授業を受けて学んだこ と ス ク ールタ ク ト に記入し よ う ！ 

② ス ク ールタ ク ト に記入し たら 、 隣の人と 発表し 合おう ！ 

③ 先生の話を聞こ う ！ 

第１ 箇条・ ・ ・                    

 

第２ 箇条・ ・ ・  

 

第３ 箇条・ ・ ・  

 

第４ 箇条・ ・ ・  

他 の 班 の 発 表を 聞 い

て、 メ モをと ろう 。  
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令令和和４４年年度度ががんん教教育育授授業業研研究究会会（（小小鹿鹿野野町町立立小小鹿鹿野野中中学学校校））アアンンケケーートト結結果果  

【【本本日日のの授授業業研研究究会会のの内内容容ににつついいてて】】参参加加者者総総数数５５７７名名（（一一般般 2211・・来来賓賓等等 1111・・会会場場校校 2255））   
大変参考になった 参考になった どちらでもない 参考にならなかった 

一般参加者（提出１６名） １３ ３ ０ ０ 

※一般参加者２１名の内訳：校長 1、教頭 1、教諭 8、養護教諭 11 

 
○○授授業業研研究究会会（（公公開開授授業業・・研研究究協協議議等等））ににつついいてて  
・５０分間とは思えない充実した内容の授業展開でした。導入の「〇×クイズ」をはじめ、「小鹿野町や小鹿

野中学校についての資料を用いたグループ活動」もとても良かったです。資料の工夫で、生徒にとって身

近な問題に感じることができていました。また、各グループでの内容を全体で共有し、それを踏まえて自

分なりにまとめる流れも参考になりました。（小学校・教諭） 

・自分の事だけでなく、身近な人への対応や生活について生徒たちがよく考えていた。（先生の発問や指示

が上手で生徒の活動がスムーズだった。）（中学校・教諭） 

・グループ毎に違う課題を与えることで「がん」に対して多面的な考え方ができると感じました。ある統計デ

ータと自分たちの身近なデータ（小鹿野町の受診率や小鹿野中生のＢＭＩ）を使うことで生徒の興味・関

心を引き出せていたと思いました。（中学校・教諭） 

・授業者によるテンポの良い授業と、生徒の掛け合いのような授業、素晴らしかったです。生徒の前向きな

姿勢が素敵でした。あっという間の１時間でした。（小学校・養護教諭） 

・家族のことに考えをめぐらせることができているというのは、十分に“自分事”として捉えている証拠ではな

いかと感じました。その様子から、この後の発展的な学習にも抵抗なく取り組みたくさんのことを吸収して

いくのだろうと感じました。（小学校・養護教諭） 

・前時までの復習を「〇×クイズ」で行うことで生徒の関心が高まっていたと思います。また、新しく知る内容

にも生徒は嬉しそうに学んでいました。各グループの話し合いも、先生の的確なアドバイスもあってか、

見ている者が驚くような発見も見られるなどとても充実していました。（小学校・養護教諭） 

・ＩＣＴ機器を活用することにより、発表もスムーズで非常に便利であると感じました。（小学校・養護教諭） 

・研究協議の場で、保健体育科教諭と養護教諭とで話し合うことができ、連携の在り方について、有意義な

意見交換ができた。（中学校・養護教諭） 
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【【ががんん教教育育ににつついいててのの提提案案、、意意見見、、感感想想等等】】  
・がん教育の幅広さを感じました。自分事として考えさせることが大切なので、どんな角度から迫っていくの

かが教師の指導観となるなと思いました。これから沢山研究していきたいと思います。（中学校・教諭） 

・身近な問題として捉えるとともに、病気の怖さも教える必要性を感じました。実際に経験した人の話や医

師の話など、実体験を踏まえた話を生徒が聞くことで、考え方も広がっていくと感じました。系統性をもっ

て高校につなげていくことも必要だと感じました。（中学校・教諭） 

・２人に１人はがんになるという時代なので、保健の授業だけではなく学級活動等の時間にも取り入れ、学

校全体で取り組む必要があると思った。（中学校・教諭） 

・教材研究は重要であるが、働き方改革の視点で、がん教育の参考となる指導事例があると授業がしやす

くなると感じている。また、コロナ禍ではあるが、今回のような授業研究会に参加することは有意義である

と改めて感じた。（小学校・養護教諭） 

・小学校では、「がん」に特化した取組は難しいと思うが、薬物乱用防止教室などと関連させた取組なども

検討していきたいと思いました。（小学校・養護教諭） 

・現在の限られたカリキュラムの中では、保健の授業だけで学びを深めていくことは難しいので、教科等横

断的な視点による学校の教育活動全体での取組が重要だと感じました。（中学校・養護教諭） 

・「がん」という言葉から指導が難しいなど思っていましたが、本日の授業を参観して、身近なことから広げ

ていくことができること、今までやっていたことに「がん」という視点を含めていくことができることが理解で

きました。（中学校・養護教諭） 

・生徒が「早期発見を」と予防の方法としてあげていましたが、今自分は検診の対象ではない。したがって

「家族にすすめようと思う」と発言していて、“今できること”を考えられていると同時に、未来につながる

健康教育の重要性を実感しました。“熱いものを食べるとがんになる”というクイズが出たときの子供たち

の反応のようにインパクトがあって未来に残る指導の工夫をしていきたいと考えます。（中学校・養護教

諭） 
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【【全全体体会会・・研研究究協協議議のの様様子子】】  

       

【【授授業業のの様様子子】】  
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文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 
令令和和４４年年度度埼埼玉玉県県「「ががんん教教育育」」授授業業研研究究会会（（高高等等学学校校））開開催催要要項項    

 
１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 
この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 
そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 
 
３ 期  日  令和４年１１月１６日（水） 
 
４ 会  場  県立松山女子高等学校   
        〒３５５－００２６ 東松山市和泉町２番２２号 
        ※駐車場がありません。公共交通機関で来校願います。 

       ※会場案内参照 

 
５ 参加対象  高等学校・特別支援学校教職員（保健体育科、養護教諭、保健主事等） 
       
６ 日  程  
（１）受  付 １３時００分～       （２階 会 議 室） 
（２）公開授業 １３時３０分～１４時２０分 （３階 視聴覚室） 
（３）全 体 会 １４時３０分～１４時４５分 （２階 会 議 室） 
（４）研究協議 １４時４５分～１６時３０分 （２階 会 議 室） 
 
７ 公開授業 

学年 授業者 単元名 

１年 大久保 亜耶 教諭 
保健体育科（科目保健） 
「（１）現代社会と健康」 
   （ウ）生活習慣病などの予防と回復 

 
８ 指導者及び役員 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    課    長   松中 直司 
埼玉県教育局県立学校部保健体育課    主任指導主事   遠井  学 
埼玉県教育局県立学校部保健体育課    指 導 主 事   咲間  悟 
 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准 教 授   七木田文彦 
  埼玉医科大学総合医療センター      教 授   儀賀 理暁 
  県 立 熊 谷 西 高 等 学 校      校    長   金室 紀夫 
  県 立 新 座 高 等 学 校      教     諭   大屋 将人 
  県 立 杉 戸 高 等 学 校      養 護 教 諭   米本 真弓 
  県 立 東 松 山 特 別 支 援 学 校      養 護 教 諭   津久井美緒  
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保健体育科（ 科目保健） 学習指導案 

 

                           令和４ 年１ １ 月１ ６ 日（ 水） 第５ 時限 被服実習室 

                                     第１ 学年４ 組 女子４ ０ 名 

                                     指導者   大久保 亜耶 

１  単元名 「 現代社会と 健康」（ ウ ） 生活習慣病などの予防と 回復 

 

２  単元について 

 「 現代社会と 健康」（ 本単元） では、 我が国の疾病構造や社会の変化に対応し て、 健康課題や健康の考え方が

変化する と と も に、 様々な健康への対策、 健康増進の在り 方が求めら れている 。 し たがって健康を保持増進する

ためには、 一人一人が健康に関し て深い認識をも ち、 自ら の健康を適切に管理する こ と 及び環境を改善し ていく

こ と が重要である こ と を理解でき る よ う にする 必要がある 。 ま た、個人の行動選択やそれを支える 社会環境づく

り など が大切である と いう ヘルス プロ モーショ ンの考え方に基づいて現代社会の様々な健康課題に関し て理解

する と と も に、 その解決に向けて思考・ 判断・ 表現でき る よ う にする 必要がある 。  

本単元では、 以下の内容を中心と し て構成さ れる 。  

以上を踏ま えた上で、 今年度から 高等学校において年次進行で実施と なる 新学習指導要領の「 がん教育」 の内

容については、 (ウ )生活習慣病などの予防と 回復の時数を 4 と 定める こ と と し 、 そのう ちの 2 時間を充てる も の

と する 。 生活習慣病の予防(１ 次予防)に加えて、 早期発見・ 早期治療(2 次予防)への理解と 個人の取組に限ら ず、

健康診断やがん検診の普及、がんの治療と 仕事の両立のための社会的整備など対策が必要である こ と を理解する

こ と 。  

 

３  生徒観（ 学習状況の実態）  

真面目で前向き な生徒が多い。学習に対し ては、課題と 向き 合って解決策を導こ う と する 生徒と そう で

ない生徒の差が大き く あり 、正し いこ と がわかっていても 行動にう つせない様子がみら れる 。課題に対し

て、個人でし っかり 考える こ と 、そし て仲間と 協力する こ と で一人一人の実践力が育ま れる と 考えている 。

アンケート の結果から 、「 がん検診を受けら れる 年齢になったら 検診を受けよ う と 思う 」「 家族や身近な人が健

康であってほし いと 思う 」「 長生き する ために健康な体づく り に取り 組も う と 思う 」 の項目に対し て全員が「 そ

う 思う 」 と 回答し ていた。 がんについて学ぶこ と が自分の健康につながる と 理解し ている ので、 さ ら にその知

識を深め、 個人だけでなく 広い視野で捉えて、 周囲の人へ伝える 力を引き 出せる よ う な授業展開にし ていく 必

要がある 。  

 

４  教師の指導観  

がん教育を通じ て、他の様々な疾病の予防や望ま し い生活習慣が確立でき る よ う 健康教育を充実さ せていく 。

ま た、 資料の読み取り やグループ学習を通し て、 がんをよ り 身近な病気と し て捉える こ と ができ る よ う にし 、

予防、 早期発見・ 早期治療、 検診、 治療と 仕事の両立について関心をも ち、 理解を深めていく 。 生徒が自由に

発言でき る 雰囲気をつく り 、主体的に参加でき る 授業を行っていく よ う 努める 。がんについての学習に限ら ず、

自他の健康に関心を持ち、 その課題を解決し 、 明る く 豊かで活力ある 生活を営む資質や能力を育てていき たい

と 考えている 。 昨年度よ り 、 中学校の新学習指導要領によ る がん教育が全面実施と なり 、 移行期間を含めて現

高１ はがん教育を受けている が、 実態は各学校によ る ため、 基礎的な知識も 含め丁寧な指導を心掛けながら 、

適切な理解を促し ていく 。  

 

① 我が国において現代の健康課題がみら れる こ と や健康の考え方が変化し てき ている こ と  

② 健康の保持増進には、 健康に関する 個人の適切な意思決定や行動選択及び環境づく り が関わる こ と  

③ 感染症の発生や流行には時代や地域によ って違いが見ら れ、 それに対応し た対策が必要である こ と  

④ 生活習慣病などの予防と 回復には、 調和のと れた生活の実践と と も に疾病の早期発見、 治療及び社会的 

な対策が必要である こ と  

⑤ 喫煙、 飲酒、 薬物乱用などは健康や社会に大き な影響を与える こ と から 、 個人への働き かけや社会環境

への対策が必要である こ と  

⑥ 精神疾患の早期発見や罹患後の対策が必要である こ と  
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Ⅰ 学習（ 指導） 内容の明確化 

 学習内容の理解と 深ま り を図る ため２ 時間扱いと する が、 LHRの時間を使い事後学習を行う 。  

・ 1 時間目： がんの基本的な知識の習得( 種類、 要因、 わが国の状況、 予防、 検診、 治療、 緩和ケア) などにつ 

いて学習する 。 話し 合い活動を通し て、 予防・ 検診・ 治療と 仕事の両立について理解を深める 。 

・ 2 時間目： がんの予防・ 検診・ 治療と 仕事についてグラ フや表から 情報を読み取り 、共有し 、理解を深める 。  

自他の健康のために自ら がどのよ う にがんと 向き 合っていく べき かを考え、 意見を共有し 、実践

力の育成につなげる 。  

 ・ 事後学習： LHRにて、 ワ ーク シート の課題「 がんに対する イ メ ージの変化や新し く 知り 得た知識」 について 

       班内、 ク ラ ス 内で共有する 。 がん患者経験談の動画を視聴し 、 働く こ と と 健康、 自分ら し く 生き  

る こ と について話し 合う 。  

Ⅱ 基礎的・ 基本的な知識の習得と 知識を活用する 学習活動の実践 

１ 時間目の活動では、 一斉教授型の授業スタ イ ルでがんに関する 基本的な知識の習得を目指すこ と に加えて、

自ら が課題を見つけ、 話し 合いをする 中で、 適切に対応する ための方策( 予防・ 検診・ 治療と 仕事の両立) につい

て考える 機会と する 。２ 時間目の活動では、１ 時間目で学習し たがんについての知識や理解し たこ と を共有し て、

よ り 深い学びにつなげる 学習活動を展開する 。 ま た、 対話的な活動を行い、 指導のねら いである「 がんと どのよ

う に向き 合っていく か」 を一人一人が導き だし 、 実践し ていける よ う にする 。  

 

Ⅲ 学習内容を主体的に取り 組ま せる ための教材の工夫 

 ・ Ｉ Ｃ Ｔ の活用 

   本時では、プレゼンテーショ ンソ フト を活用し て授業を展開する 。豊富な情報を効率的に生徒に提供でき 、

視覚的に見やすく わかり やすいこ と から 生徒の理解の促進につながる と 考える 。 また、 板書する 時間を省略

する こ と ができ 、 生徒の活動時間を確保する こ と や生徒の思考の助けと なる こ と などが期待でき る 。  

 ・ 資料の工夫            

   配布する 資料を色付き で作成し 、 生徒が興味・ 関心を持ちやすいよ う 工夫する こ と で、 学習意欲の向上に

つなげる 。 ま た、 グラ フや表等の視覚に訴える 資料の提示によ り 、 生徒の思考を促す一助と する 。  

 ・ 各グループにＰ Ｃ を設置し 、 前の画面を共有する こ と で、 資料も よ り 見やすく なる 。  

 

５  単元の目標 

（ 1） 生活習慣病などの予防と 回復について、 理解する こ と ができ る よ う にする 。  

（ 2） 生活習慣病などの予防と 回復に関する 情報から 自他の課題を発見し 、 疾病等のリ ス ク を軽減し たり 、 生

活の質を向上し たり 、 健康を支える 環境づく り につなげたり する 視点から 、 解決方法を関連付けて考

え、 適切な整備や活用方法を選択し 、 それら を説明する こ と ができ る よ う にする 。  

（ 3） 生活習慣病などの予防と 回復についての学習に主体的に取り 組も う と する こ と ができ る よ う にする 。  

 

６  単元の指導計画と 評価計画 

（ １ ）  単元の観点別評価規準 

 知識・ 技能 思考・ 判断・ 表現 主体的に学習に取り 組む態度 

評
価
規
準 

①生活習慣病など のリ ス ク を 軽減し 予

防する には、適切な運動、食事、休養

及び睡眠など 、 調和のと れた健康的

な生活を続ける こ と が必要である こ

と 、 定期的な健康診断やがん検診な

ど を受診する こ と が必要である こ と

について、 理解し たこ と を言ったり

書いたり し ている 。  

②がんには、肺がん、大腸がん、胃がん

など様々な種類があり 、 生活習慣のみ

なら ず細菌やウ イ ルス の感染など の原

①生活習慣病などの予防と

回復について、 習得し た

知識を基に自他の生活習

慣や社会環境を分析し 、

リ ス ク の軽減と 生活の質

の向上に必要な個人の取

組や社会的な対策を整理

し ている 。  

②生活習慣病などの予防と 回

復について、 自他や社会の

課題の解決方法と それを選

①生活習慣病など の予防と 回復

について課題の解決に向けた

学習活動に主体的に取り 組も

う と し ている 。  

 

－ 70 －



因も ある こ と について、 理解し たこ と

を 言ったり 書いたり し ている 。  

③生活習慣病などの予防と 回復には、

個人の取組と と も に、 健康診断やがん検

診の普及、 正し い情報の発信など社会的

な対策が必要である こ と について、 理解

し たこ と を言ったり 書いたり し ている 。  

択し た理由など を話し 合っ

たり 、 ノ ート などに記述し

たり し て、 筋道を立てて説

明し ている 。  

 

 

（ ２ ） 単元の指導と 評価の計画（ 4 時間扱い） 本時 4/4 時 

時 学習のねら い・ 活動 知 思 態 評価方法 

１  

生

活

習

慣

病

な

ど

の

予

防

と

回

復 

Ⅰ ねら い 

・ 生活習慣病など の予防と 回復について、習得し た知識を基に自

他の生活習慣や社会環境を 分析し 、 リ ス ク の軽減と 生活の質

の向上に必要な個人の取組や社会的な対策を 整理する こ と が

でき る よ う にする 。  

・ 生活習慣病などの予防と 回復について課題の解決に向けた学

習活動に主体的に取り 組も う と する こ と ができ る よ う にす

る 。  

Ⅱ 学習活動 

 １  概要説明 

 ２  発表準備(I CT 活用) 

   ・ 脳血管疾患 

   ・ 虚血性心疾患 

   ・ 高血圧症 

   ・ 脂質異常症 

   ・ 糖尿病 

   ・ 歯周病 

    以上の項目から 選び発表する 。 同時に予防と 回復に

ついても ま と めさ せる 。  

 ３  発表練習 

指導すべき 内容 

・ 生活習慣病などについて調べる 際には確かな情報である か

に留意し 、 発表準備を進める こ と  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察・ ワ ーク シート  

 

２  

生

活

習

慣

病

な

ど

の

予

防

と

回

復

Ⅱ 

Ⅰ ねら い 

・ 生活習慣病などの予防と 回復には、 個人の取組と と も に、 健

康診断やがん検診の普及、 正し い情報の発信など 社会的な対

策が必要である こ と について、 理解でき る よ う にする 。  

Ⅱ 学習活動 

 １  前時の復習 

 ２  発表 

 ３  振り 返り ・ ま と め 

指導すべき 内容 

・ 生活習慣病などのリ ス ク を軽減し 予防する には、 適切な運

動、 食事休養及び睡眠など、 調和のと れた健康的な生活を

続ける こ と が必要である こ と 。  

・ 生活習慣病などの予防と 回復には、 個人の取組と と も に、

健康診断や正し い情報の発信など社会的な対策が必要であ

る こ と 。  

・ 日常生活にス ポーツを計画的に取り 入れる こ と は生活習慣

 

 

 

 

 

 

 ③ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

観察・ ワ ーク シート  
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病などの予防と 回復に有効である こ と 。 ま た、 運動や食事

について性差によ る 将来の健康課題がある こ と 。  

３  

生

活

習

慣

病

な

ど

の

予

防

と

回

復

Ⅲ 

Ⅰ ねら い 

・ がんには、 肺がん、 大腸がん、 胃がんなど 様々な種類があり 、

生活習慣のみなら ず細菌やウ イ ルス の感染などの原因も ある

こ と について、 理解でき る よ う にする 。  

※原因については次回の授業で詳し く 扱う こ と と する 。  

Ⅱ 学習活動 

 １  日本人の死因について 

 ２  がんの基本的知識 

・ 我が国のがんの現状 

・ がんと は何か 

・ がんに罹る 要因 

・ がんの種類 

 ３  グループ活動 

指導すべき 内容 

・ がんについては、 肺がん、 大腸がん、 胃がんなど様々な種

類があり 、 原因も 様々にある こ と 。  

・ 誰にでも がんにかかる 可能性があり 、 確かな知識をも と に

予防し ていく こ と が大切である こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察・ ワ ーク シート  

④ 

生

活

習

慣

病

な

ど

の

予

防

と

回

復

Ⅳ 

Ⅰ ねら い 

・ 生活習慣病などのリ ス ク を軽減し 予防する には、 適切な運

動、 食事、 休養及び睡眠など、 調和のと れた健康的な生活

を続ける こ と が必要である こ と 、 定期的な健康診断やがん

検診など を受診する こ と が必要である こ と について理解で

き る よ う にする 。  

・ 生活習慣病などの予防と 回復について、 自他や社会の課題

の解決方法と それを選択し た理由などを話し 合ったり 、 ノ

ート など に記述し たり し て、 筋道を立てて説明する こ と が

でき る 。  

Ⅱ 学習活動 

１  前時の復習 

２  発表 

・ がんと 生活習慣の関係から 予防のためにでき る こ と  

・ がんの早期発見と がん検診の重要性と 受診率を  

 あげる ために必要なこ と はなにか 

・ 治療と 仕事を両立する ために大切なこ と はなにか 

３  がんと 向き 合っていく う えで大切なこ と は何か 

   ・ 家族や身近な人、 将来の自分に向けてメ ッ セージ 

    を考える  

指導すべき 内容 

・ がんは誰にでも 起こ り う る も のである 。罹患の危険性を減ら す

ために、生活習慣の改善を図る など 、いまの自分にでき る こ と

を心がける こ と が必要である こ と 。  

・ 日頃の生活習慣の中で、がんに罹る 原因と なる も のは何かを判

断する こ と 。  

・ 定期的に健康診断やがん検診など を受診する こ と が、がんを早

期発見し 、 治す可能性を高める こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察・ ワ ーク シート  

 

 

 

 

観察・ ワ ーク シート  
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７  本時の学習と 指導（ 4/4）  

（ １ ） ねら い 

・ 生活習慣病などのリ ス ク を軽減し 予防する には、 適切な運動、 食事、 休養及び睡眠など、 調和のと れた健康的

な生活を続ける こ と が必要である こ と 、定期的な健康診断やがん検診などを受診する こ と が必要である こ と に

ついて理解でき る よ う にする 。                            【 知識・ 技能】  

・ 生活習慣病などの予防と 回復について、自他や社会の課題の解決方法と それを選択し た理由などを話し 合った

り 、 ノ ート などに記述し たり し て、 筋道を立てて説明する こ と ができ る 。      【 思考・ 判断・ 表現】  

（ ２ ） 資料及び準備する も の 

 大型テレビ、 ノ ート パソ コ ン (教師用１ 台、 生徒用９ 台)、 ワ ーク シート 、 消毒グッ ズ 

（ ３ ） 展開 

時間 学習の内容・ 活動 指導上の留意点（ ○指導 ◆評価規準）  

導入 

 

10 分 

 

１  挨拶・ 出席確認 

２  本時の説明と 確認 

 

 

３  前時の振り 返り  

・ がんの基礎知識(種類、 要因、 わが国

の状況、予防、検診、治療、緩和ケア ) 

・ グループ活動の振り 返り  

○挨拶、 出欠・ 座席の確認をする 。  

○本時の学習の流れを理解し 、 学習の見通し をも たせる 。  

 

 

○前時の内容「 がん」 の基礎知識について確認する 。  

 

 

〇グループ活動をそれぞれ振り 返ら せる 。  

展開 

 

35 分 

４  グループ活動の発表( 15 分)  

 

 

 

 

グループ A 

グラ フや表の読み取り  

がん予防のために私たちができ る こ と は 

何か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課題について、 班ごと グループごと のワ ーク シート にま と

めたも のを発表さ せる 。  

〇各資料につき ２ 班ずつ発表さ せる 。  

○各班の発表をし っかり と 聞き 、 差異にも 注目し ながら メ モ

を取る よ う 促す。  

 

〇ウ イ ルス・ 細菌感染について補足説明をする 。  

〇がんには原因のわかっていないも のも 多く あり 、 がんにな

った人すべてが生活習慣が悪かったから と いう 誤った印象

を与えないよ う にする 。  

〇総死亡と がんの死亡リ ス ク の違いが出なかっ た場合、 補足

説明をする 。  

〇女性は特に閉経後、 肥満が乳がんのリ ス ク になる こ と が報

告さ れている こ と を伝える 。  

〇運動する こ と やバラ ンス の良い食生活を整える こ と で、 が

んのみでなく 心疾患や脳卒中、 糖尿病など のリ ス ク も 減ら

すこ と ができ 健康で長生き する こ と につながる と いう 視点

で話す。  

 

○生活習慣の実践によ り 、 がんのリ ス ク を減ら せる こ と を確

認し 、 具体的な取組についても 考えさ せ、 発表さ せる 。  

〇「 がんを防ぐ ための新１ ２ か条を」 提示し 、新たに追加さ れ

た項目についてふれる 。 正し い情報を得る こ と の留意点に

ついて話す。  

 

・ がん患者と 共に生き る 社会をつく っていく ために大切なこ

と は正し い知識を理解する こ と 。 企業など でも 社会的な取

り 組みが推進さ れている こ と を知る 。  

課題 がんと 向き 合っていく う えで大切なこ と は何か 

① 

② 

③ 
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( 予想さ れる 回答)  

①男性の 50％、女性の約 30％が生活習慣

や感染が原因だと いう こ と 。  

 男性では喫煙・ 飲酒の割合が高く なっ

ている 。  

②男女と も がんを含むすべての原因によ
る 死亡リ ス ク は太り すぎでも 痩せすぎ
でも 高く なる 。  
がんの死亡リ ス ク は、 男性は肥満よ り
も 痩せている 人の方が高く なる 。  

③野菜や果物がいく つかのがんに対し て 
抑制的に働く 。  

 肉類やアルコ ールはいく つかのがんの
リ ス ク をあげる 要因になっている 。  

 飲食物を 熱い状態でと る と 食道がんの
リ ス ク があがる 。  

 

グループ B 

グラ フや表の読み取り  

がん検診の受診率を あげる ために必要な

こ と は何か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 予想さ れる 回答)  

①がん検診受診率は５ ０ ％を 超えていな

いも のが多いが、 年々少し ずつ上がっ

てき ている  

②受ける 時間がない、 必要性を 感じ ない

が多い。  

自覚症状など が出て検診以外( 病院の

診察) で発見さ れる よ り も 、がん検診で

発見さ れた方が生存率があがる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇早期発見によ り 、 生存率があがる こ と を理解さ せる 。 一方

で、 受診率には課題がある こ と に着目さ せる 。  

〇受診率が少し ずつあがってき ている と いう こ と は、 国や各

自治体の働き かけや取り 組みがさ れている と いう こ と を 知

ら せる 。費用や時間など正し い知識を伝え、受診率をあげる

ために必要なこ と を考えさ せる 。  
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グループ C 

グラ フや表の読み取り  

治療と 仕事をル両立する ために大切なこ  

と は何か？  

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

( 予想さ れる 回答)  

①約 20％の人ががん診断後に退職・ 廃業
し た。 そのう ち、 約 60％の人が治療の
開始前に退職し ている 。  

②治療と 仕事の両立が難し いと 考えてい 

る 理由に周囲のこ と を精神的に意識し  

ている 項目が多い。  

 

 

 

５  問題提起・ 課題解決 

 

 

 

 

   

 

 

個人で考える  

班内で発表 ( 1 人 30 秒)  

代表の３ つの班が全体発表 

 

 

 

 

 

６  発表 ( 3 分)  

 

〇がんに罹患する ＝離職と 結びつける のではなく 、 どのよ う  

 に両立し ていける かを考え、 実践し ていく こ と の重要性を

伝える 。 ( 生徒自身の学校生活を事例で取り 上げ理解を深め

る ex. 勉強と 部活)  

〇企業で働く 大人たちへのがん教育も 必要であり 、 一人一人 

の理解が社会全体への理解へつな がる と いう こ と を 伝え

る 。  

〇がん対策推進企業アク ショ ンを紹介し 、 さ ま ざま な社会的

対策の必要性を理解さ せる 。  

〇定年延長、 女性の社会進出と いう 背景と 働く こ と の意義に 

ついて考え、 がん患者と 共に生き る 社会の実現に向けて理

解さ せる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ク ラ ス 全体で共有する 中で、 理解を深める 。  

【 発問】  

がんと 向き 合っ ていく う えで大

切な こ と は何か、 家族や身近な

人、 将来の自分に向けてメ ッ セー

ジを考えよ う 。  

以上、グラ フや資料や表から がんの

予防、 がん検診、 治療と 仕事の両立

について理解し 、改めて自分はどの

よ う にがんと 向き 合っ ていく か深

く 考える 。  

◆生活習慣病などのリ スク を軽減し 予防する には、 適切な

運動、 食事、 休養及び睡眠など、 調和のと れた健康的な

生活を続ける こ と が必要である こ と 、 定期的な健康診断

やがん検診などを受診する こ と が必要である こ と 、 がん

の治療と 仕事の両立について、 理解し たこ と を言ったり

書いたり し ている 。          【 知識・ 技能】  

「努力を要すると判断できる状況(Ｃ)」の生徒への手立て 

△グラフや表の数値の部分に着目させる。 

△前時のメモや仲間の発言を参考にさせる。 

「十分満足できると判断される状況(Ａ)」の生徒の具体的な姿 

○前時の授業で得た知識と実際の生活行動を結び付けて、自

分の考えを発言している。 

○周りの意見をメモするなど、自分の考えに取り入れている。 

◆がんと 向き 合っていく う えで大切なこ と は何か、 自他や

社会の課題の解決方法と それを 選択し た理由など を 話

し 合ったり ， ノ ート などに記述し たり し て， 筋道を立て

て説明し ている 。  

【 思考・ 判断・ 表現】 

「努力を要すると判断できる状況(Ｃ)」の生徒への手立て 

△各グループの発表内容から、キーワードを確認させるととも

に、身近な生活の中にあるヒントに着目するよう促す。声掛けを

行う。 

△仲間との話し合いの中で自分なりに考えさせる。 

「十分満足できると判断される状況(Ａ)」の生徒の具体的な姿 

○具体的に受診率の向上に向けて方策を示し、自分の考えに

ついて筋道を立てて説明している。 

① 
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終末 

5 分 

７  振り 返り ・ ま と め・ 次回予告 

 

 

 

 

 

８  挨拶 

〇がん予防の重要性を振り 返る と と も に、自分や家族、身近な

人の健康な体づく り のために、 学んだこ と を実践し ていけ

る よ う 伝える 。  

〇ワ ーク シート に今回の自分の中で起こ ったがんに対する イ

メ ージの変化や新たな理解について記述さ せる 。 (宿題) 

〇次回の LH R にてク ラ ス 内で共有する 。  

〇挨拶 
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☆がん教育 ワ ーク シート           －  班 

                      組   番 氏名               

〇自分の班の資料を読み取り 、 メ モし よ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

○他の班の発表を聞いて、 新たにわかったこ と をメ モし よ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇がんと 向き 合っていく う えで大切なこ と は何か、 家族や身近な人、 将来の自分に向けてメ ッ セージを 

 考えよ う 。  

 ＜個人＞ 

 

 

 

 

＜班内で出た意見＞ 

 

 

 

 

 

○授業全体を振り 返って、 がんに対する イ メ ージの変化や新し く 知り 得た知識を 記入し よ う 。  

 

 

 

 

 

 

資料Ｂ  資料Ａ  資料Ｃ  
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令令和和４４年年度度ががんん教教育育授授業業研研究究会会（（県県立立松松山山女女子子高高等等学学校校））アアンンケケーートト結結果果  

【【本本日日のの授授業業研研究究会会のの内内容容ににつついいてて】】参参加加者者総総数数２２８８名名（（一一般般 1188・・来来賓賓等等 1100））   
大変参考になった 参考になった どちらでもない 参考にならなかった 

一般参加者（提出１８名） １６ ２ ０ ０ 

※一般参加者１８名の内訳：教諭 7、養護教諭 1、がん経験者 2、医師 1、看護師 1 
             行政担当者 1、学生等 5 

 
○○授授業業研研究究会会（（公公開開授授業業・・研研究究協協議議等等））ににつついいてて  
・「がんの原因は生活習慣だけが問題なのではない」ということにしっかりと触れられていて、その点はとて

も重要だと思った。生徒にとっていかにがんという病気が身近であるかを認識させるために、実話であっ

たり、身近な例を挙げてみたりするなど生徒が自分事として考えられるように工夫されていて参考になっ

た。（高等学校・教諭） 

・がん教育は重たい内容で難しいというイメージでやりづらさがあった。今回の授業を通して、プラスのイメ

ージや社会につなげていくことが重要であり、高等学校の発達段階に応じた内容にしていくことが大切だ

と分かりました。（高等学校・教諭） 

・生徒にグラフなどの資料を提示し、そこから読み取らせることで理解が深まると思いました。私自身これか

らの実勢に生かしていきたいと思います。（高等学校・教諭） 

・ＩＣＴの活用、提示する資料の工夫、教師の体験談、ＣＭ映像の視聴などの工夫がとても参考になりました。

がん教育は食生活や運動などの生活習慣などの予防について学ぶ側面が強いと思っていたところ、２

人に１人はなること、治る人も多くいることから、がんにかかってからどう向き合うかを考えさせるという点

はとても勉強になりました。（高等学校・教諭） 

・特別支援学校に勤務する者として、通常学級（４０人程度）の授業の様子を参観できたことがよかった。導

入での基本の確認、前時の復習、グループ発表、個人のまとめ、共有までの授業の流れがまとまってい

て参考になった。（特別支援学校・教諭） 

・生徒がスムーズに話し合っている姿に驚きました。先生の日頃からの丁寧な指導の成果だと思います。

生徒から発展的な意見も出てきていたので、現代社会の健康課題をしっかり理解していることが分かり

ました。（高等学校・養護教諭） 
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・生徒の発表にあった「産休や育休のようにがんの治療を終えたら復職できるようにする」は、中小企業の

未だに遅れている大きな課題だと感じました。生徒たちの保護者ががんになった時に、もう１度働きなが

らがんの治療に取り組む親（祖父母）の姿から学んでほしいと思いました。（がん患者団体・がん経験者） 

・学校でどのように教育が行われていて、生徒たちがどのように考え、反応するのかが分かりました。（病

院・医師） 

・がん教育を受けることにより、検診率がＵＰしてがんの早期発見につながる（つなげられる）のではと期待

がもてた。（病院・看護師） 

・普段、外部講師（医師、経験者等）による授業を見ているので、教師による授業を見るのは初めてでとても

勉強になった。生徒同士の意見交換も大変活発で、普段から授業をしている教師にしかできない授業で

あるという印象をもちました。（保健医療部・行政担当者） 

・女子高での授業のため、女性特有のがんをイメージしていたが、男女のグラフの比較や総合的な内容な

ど偏りなく指導していることが分かった。これらの配慮が、がんと向き合うことや、周囲にいる当事者を支

えることに繋がるのだと思った。（大学院・院生） 

・がん教育の実際に触れ、これから医療者となる自分に何ができるかを考える大きなきっかけとなった。ま

た、いろいろな立場の方との協議を通じて、自分の考えを深めることができた。（医学部・学生） 

 

【【ががんん教教育育ににつついいててのの提提案案、、意意見見、、感感想想等等】】  
・七木田先生の仰っていた「生徒に“わからない”と言わせる」というお話がとても身に沁みました。明日から

の実践できるよう工夫していきたいと思います。（高等学校・教諭） 

・配慮を要する生徒への対応について、とても難しいと感じました。これからも注意してやっていきたいと思

いました。（高等学校・教諭） 

・生徒が主体となり、いかにがんを身近に考え、得た知識を自分や社会にどう生かすかを考えさせるという

明確なねらいをもって授業をしていきたいと思いました。（高等学校・教諭） 

・配慮が必要なこともあるが、配慮しすぎることなく適切な対応を心掛けていきたい。生徒が主役の授業が

できるよう工夫していきたい。（高等学校・教諭） 

・身近であるはずのがんについて、生徒の“なんで？どうして？”を深堀していくことが大切だと感じた。教員

が主体ではなく、生徒主体で進んでいく授業方法や他教科との関連、専門家との連携なども効果的であ

ると思った。（特別支援学校・教諭） 

・“生徒の疑問を共有することで学びを深める”“教えることを一度我慢して、疑問が出たときに教える”とい

う点が新しい視点でした。（高等学校・養護教諭） 

・がんは早期だったら治る。でもアグレッシブなタイプの薬が効かない患者の場合、早期でもすぐ再発して

亡くなる現実もある。その現実を知ることは怖いことなので、学校、家庭の精神的な部分でも協力は必要

だと思います。高校生は、祖父母世代にがん患者がいる可能性もあるので、少し距離のある関係の時期

に、冷静にがんと向き合うなどの取組を学んでほしいと感じています。（がん患者団体・がん経験者） 

・予想された意見・発表が多く、それ自体は問題ないと思いますが、自由な意見をもう少し聞いてみたかっ

たです。（病院・医師） 

・一人で抱え込まない環境づくりがとても大切だと感じている。地域での取組は必要で、若い頃、新鮮な感

覚として知り得た知識は今後の生活に大変効果的であると感じた。（病院・看護師） 
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・教師の実体験を盛り込むことが効果的であることが分かった。「心の健康」など、他の単元との関連にも触

れることでさらに理解が深まると思った。（大学院・院生） 

・子供たちへのがん教育が進み、これから社会の中で正しく生きていくためには、今の大人に対するがん教

育も必要だと思った。生徒たちが純粋にがんについて学び、考えている姿がとても印象的であった。（医

学部・学生）  

【【全全体体会会・・研研究究協協議議のの様様子子】】  

       

【【授授業業のの様様子子】】  
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令和４年度埼玉県がん教育推進連絡協議会 設置要綱 

 

（設置） 

第１条 学校におけるがん教育の充実を図るため、「がん教育推進連絡協議会」（以下「協

議会」という。）を設置する。 

 

（事業） 

第２条 協議会は、次の各号に掲げる事業を所掌する。   

（1）がん教育総合支援事業を推進するための支援体制の協議、検討 

（2）がん教育総合支援事業を推進するために係るその他の取組 

  

（組織） 

第３条 協議会は、別表に掲げる委員をもって構成する。 

２ 協議会に委員長を置き、埼玉県教育局県立学校部保健体育課長をもって充てる。 

３ 協議会に副委員長を置き、委員の中から互選する。 

 

（運営） 

第４条 委員長は、協議会を総括する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

   

（任期） 

第５条 委員の任期は、令和５年２月２８日までとする。 

 

（会議） 

第６条 委員長は、協議会を招集し、議長を務めるものとする。 

２ 委員長が必要と認めるときは、別表に掲げる者以外の県及び市町村等、関係機関の職

員の出席を要請することができる。 

 

（事務局） 

第７条 協議会は、会務を処理するために、事務局を埼玉県教育局県立学校部保健体育課

内に置く。 

 

（経費） 

第８条 協議会の経費は文部科学省から交付される委託経費をもって充てる。 

 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定めるものとする。 

 

附 則 

 この要綱は、令和４年６月２０日から施行する。 
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別 表（第３条関係） 委員 

 

学識経験者 

医師 

がん経験者 

薬剤師 

疾病対策課副課長 

校長 

教諭 

養護教諭 

市町村教育委員会指導主事 

保健体育課長 
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令
和
４
年
度

埼
玉
県
が
ん
教
育
総
合
支
援
事
業
（
が
ん
教
育
推
進
計
画
）

健健
康康
とと
命命
のの
大大
切切
ささ
にに
つつ
いい
てて
学学
ぶぶ
ここ
とと
をを
通通
しし
てて
、、
自自
らら
のの
健健
康康
をを
適適
切切
にに
管管
理理
しし
改改
善善
しし
てて
いい
くく
資資
質質
・・
能能
力力
をを
育育
成成
すす
るる
。。

がが
んん
にに
対対
すす
るる
正正
しし
いい
知知
識識
とと
がが
んん
患患
者者
へへ
のの
正正
しし
いい
理理
解解
及及
びび
命命
のの
大大
切切
ささ
にに
対対
すす
るる
認認
識識
をを
深深
めめ
るる
。。

・
平

成
年

月
に
改
正
さ
れ
た
が
ん
対
策
基

本
法
第

条
で
は
、
「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
国
民
が
、
が
ん
に
関
す
る
知
識
及
び
が
ん

患
者
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
に
お
け
る
が
ん
に
関
す
る
教
育
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な

施
策

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
」
と
い
う
が
ん
に
関
す
る
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
の
文
言
が
新
た
に
記
載
さ
れ
た
。

・
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
で

は
、

「
が

ん
患

者
を

含
め

た
国

民
が

、
が

ん
を

知
り

、
が

ん
の

克
服

を
目

指
す

。
」

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
る

。
・

学
習

指
導

要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
中
学
校
及

び
高
等
学
校
の
保
健
体
育
科
に
お
い
て
、
が
ん
に
つ
い
て
も
取

り
扱

う
こ

と
と

さ
れ

、
新

学
習

指
導
要
領
に
対
応
し
た
が
ん
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

背
景

・
年

間
約

３
７
万

人
以

上
の
国
民

が
が
ん

で
死

亡
し
て

い
る
。

・
埼

玉
県

の
が
ん

検
診

受
診
率
が

５
０

％
未

満
で
あ

る
。

（（
文文
部部
科科
学学
省省
委委
託託
事事
業業
））

がが
んん
教教
育育
授授
業業
研研
究究
会会

○
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
に
お
い
て
、
授
業
公
開
に
よ
る
授
業
モ
デ
ル
の
普

及
及
び
研
究
協
議
に
お
け
る
効
果
的
な
指
導
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

○
が
ん
教
育
を
推
進
し
て
い
く
教
職
員
・
外
部
講
師
を
対
象
と
し
た
「
が
ん
教
育
指
導
者

研
修
会
」
を
開
催
し
、
効
果
的
な
が
ん
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
う
。

がが
んん
教教
育育
指指
導導
者者
研研
修修
会会

がが
んん
教教
育育
にに
関関
すす
るる
計計
画画
をを
作作
成成
しし
、、
作作
成成
しし
たた
計計
画画
にに
基基
づづ
きき
、、
がが
んん
教教
育育
にに
関関
すす
るる
多多
様様
なな
取取
組組
をを
実実
施施
すす
るる
ここ
とと
にに
よよ
りり
、、

がが
んん
にに
対対
すす
るる
正正
しし
いい
知知
識識
とと
がが
んん
患患
者者
にに
対対
すす
るる
正正
しし
いい
理理
解解
及及
びび
命命
のの
大大
切切
ささ
にに
対対
すす
るる
認認
識識
をを
深深
めめ
るる
。。

そ
こ
で
、

・
が
ん
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や
が
ん
患
者
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分

・
教
材
や
外
部
講
師
を
活
用
し
た
指
導
の
在
り
方
、
方
法
等
の
充
実
が
必
要

課
題

がが
んん
教教
育育
推推
進進
連連
絡絡
協協
議議
会会

【
構

成
委

員
２
０

名
】

学
校
関

係
者
（

校
長

・
教

諭
・
養

護
教

諭
）
、
医

療
機
関

関
係

者
（
医
師

・
薬

剤
師

等
）

、
学

識
経

験
者

、
が
ん

経
験

者
、
行
政

関
係
者

等

〇
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
が
ん
教
育
に
関
す
る
計
画
作
成
に
つ
い
て
指
導
・
助
言
を
す
る
。

（
・
教
科
、
授
業
展
開
方
法
の
検
討

・
外
部
講
師
の
活
用
体
制
の
整
備

・
関
連
機
関
と
の
連
携
等
）

〇
取
組
結
果
に
つ
い
て
、
成
果
を
検
証
す
る
。

※
が
ん
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
に
報
告
さ
れ
た
実
施
結
果
を
冊
子
に
ま
と
め
、
県
内
の
市
町
村
教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
県
立
学
校
等
へ
配
布
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令和４年度　「がん教育総合支援事業」　がん教育推進連絡協議会　名簿

推薦団体･推薦関係課・教育委員会 氏　　名 職　名 所　　　属

埼玉大学 七木田　文彦准 教 授 埼玉大学教育学部

一般社団法人埼玉県医師会 丸木　雄一 理 事 長 埼玉精神神経センター

がん専門医 儀賀　理暁 教 授 埼玉医科大学総合医療センター

がん経験者 栗原　和江 代 表 理 事
ＮＰＯ法人くまがや
ピンクリボンの会

一般社団法人
埼玉県
病院薬剤師会 佐野　元彦 教 授
星薬科大学
実務教育研究部門

埼玉県公立小学校校長会 小松　薫樹 校 長 草加市立草加小学校

埼玉県中学校長会 今村　美己 校 長 熊谷市立玉井中学校

埼玉県高等学校長協会 金室　紀夫 校 長 県立熊谷西高等学校

埼玉県小学校体育連盟 栗田　顕　 教 諭 深谷市立深谷西小学校

埼玉県中学校体育連盟 中村　美紀 教 諭 松伏町立松伏第二中学校

埼玉県高等学校保健体育研究会 大屋　将人 教 諭 県立新座高等学校

埼玉県養護教諭会（小学校） 佐々木　真理 養 護 教 諭 戸田市立戸田東小学校

埼玉県養護教諭会（中学校） 川嶋　紅音 養 護 教 諭 上尾市立大石中学校

埼玉県養護教諭会（高等学校） 米本　真弓 養 護 教 諭 県立杉戸高等学校

埼玉県養護教諭会（特別支援学校） 津久井　美緒養 護 教 諭 県立東松山特別支援学校

授業研究校代表（小学校） 蓮見　典昭
課長補佐兼
指 導 主 事

羽生市教育委員会
学校教育課

授業研究校代表（中学校） 小野　仁士
指 導 主 事
兼 副 主 幹

小鹿野町教育委員会学校教育課

授業校授業者（高等学校） 大久保　亜耶教 諭 県立松山女子高等学校

県保健医療部疾病対策課 矢萩　義則 副 課 長 県保健医療部疾病対策課

県立学校部保健体育課 松中　直司 課 長 県教育局県立学校部保健体育課

事務局 遠井　学
主 任
指 導 主 事

県教育局県立学校部保健体育課

事務局 脇田　一亮 主 幹 県教育局県立学校部保健体育課

事務局 龍野　雅美 指 導 主 事 県教育局県立学校部保健体育課

事務局 咲間　悟 指 導 主 事 県教育局県立学校部保健体育課

－ 87 －



 

 
令和４年度埼玉県「がん教育総合支援事業」実施報告書 

 
埼玉県教育局県立学校部保健体育課 

課 長  松中 直司 
教育指導 幹  大松 武晴 
主任指導主事  遠井  学 
主 幹  脇田 一亮 
主 査  峰岸 宏次 
指 導 主 事  澤村 文香 
指 導 主 事  咲間  悟 
指 導 主 事  龍野 雅美 
主 事  滝澤  愛 

 
令和５年２月発行 

 
さいたま市浦和区高砂３－１５－１ 

       電話 ０４８－８３０－６９６３ 
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令和４年度 文部科学省委託

が ん 教 育 総 合 支 援 事 業

令和４年度

埼玉県「がん教育総合支援事業」

実施報告書

令和５年２月

埼玉県教育委員会

埼 玉 県 マ ス コ ッ ト 「 コ バ ト ン 」

「 さ い た ま っ ち 」

埼玉県マスコット「 コ バ ト ン 」

「さいたまっち」

令
和
4
年
度

　埼
玉
県
「
が
ん
教
育
総
合
支
援
事
業
」
実
施
報
告
書

令
和
5
年
2
月

　埼
玉
県
教
育
委
員
会

彩の国
埼玉県


